
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）

四
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（
六
三
六
）

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造

中
　
村

萬
　
　
次

、
序

　
ア
メ
リ
ヵ
帝
因
主
義
の
推
進
力
と
な
り
、
ア
メ
リ
ヵ
の
経
済
生
活
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
も
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
ア
メ
リ

ヵ
独
占
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
生
態
、
そ
の
経
済
的
政
治
的
支
配
力
を
理
論
的
・
実
証
的
に
究
明
す
る
こ
と
な

し
に
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
国
主
義
の
も
つ
危
機
の
諸
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
帝
国
主
義
や
独
占
理
論
の
展
開
の
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
独
占
体
そ
の
も
の
の
実
態
認
識
が
先
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
公
表
財
務
諸
表
（
彗
昌
己
・
｛
○
・
亘
の
実
数
分
析
を
通
じ
て
、
独
占
体
の
財
務
構
造
上
の
諸
特

質
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
占
的
高
利
潤
の
法
則
の
、
独
占
体
へ
の
貫
撤
の
様
相
を
詳
ら
か
に
し
、
併
せ
て
経
済
分
析
桁
標

と
し
て
ア
ナ
リ
ス
ト
が
使
用
し
て
い
る
公
表
鮒
務
デ
ー
タ
の
も
つ
制
度
的
眼
界
を
会
計
学
的
視
点
か
ら
明
確
に
す
る
こ
と
を
主
な
〕

的
と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
し
た
独
占
体
は
、
次
の
五
杜
で
あ
る
。
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０
彗
雪
己
曽
○
汁
○
易
は
、
一
九
六
〇
年
度
に
お
け
る
売
上
高
約
一
二
七
億
ド
ル
、
総
資
産
約
八
五
億
ド
ル
、
税
引
純
利
益
約
九
億

五
、
○
○
○
万
ド
ル
、
従
業
員
約
五
九
万
五
、
○
○
人
を
算
え
る
ビ
ツ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
Ｈ
、
。
、
～
、
一
。
誌
に
よ
る
と
ア
メ
リ

カ
産
業
界
に
お
い
て
、
売
上
高
順
位
第
一
位
、
総
資
産
順
位
箪
二
位
で
あ
り
、
世
界
の
乗
用
車
の
ユ
４
を
販
売
し
ン
、
の
白
動
車
工
業

に
お
け
る
市
場
占
拠
率
は
四
三
・
六
％
（
一
九
四
八
年
度
）
に
達
す
る
（
「
表
１
」
参
照
）
。

　
○
ｏ
汁
彗
ま
乙
９
一
（
オ
・
幸
盲
易
・
ｋ
）
は
、
一
九
六
〇
年
度
に
お
け
る
売
上
高
約
八
○
億
ド
ル
、
総
資
産
約
一
〇
〇
億
ド
ル
、
税
引

純
利
益
約
六
億
八
、
九
〇
〇
万
ド
ル
、
従
業
員
約
一
四
万
人
に
達
す
る
巨
大
企
業
で
あ
る
。
売
上
一
口
同
順
位
に
お
い
て
第
二
位
、
総
資

産
順
位
に
お
い
て
第
一
位
で
あ
り
、
ソ
連
圏
を
除
く
全
世
界
に
販
売
網
を
も
ち
、
世
界
石
油
取
引
高
の
約
二
〇
％
を
取
扱
い
、
ロ
ツ

ク
フ
ェ
ラ
ー
の
牙
城
を
な
し
て
い
る
。

　
勺
○
乙
岩
○
汁
言
は
、
一
九
六
〇
年
に
お
け
る
売
上
高
約
五
二
億
ド
ル
、
総
資
産
約
四
〇
億
ド
ル
、
税
引
純
利
益
約
四
億
二
、
八
Ｏ

○
万
ド
ル
、
従
業
員
ニ
ハ
万
人
を
擁
し
、
売
上
高
に
お
い
て
箪
三
位
、
総
資
産
に
お
い
て
箔
四
位
、
純
利
益
に
お
い
て
雄
三
位
を
占

め
、
白
動
車
工
業
に
お
け
る
占
拠
率
は
二
〇
・
四
％
（
一
九
四
八
年
度
）
に
達
す
る
。

　
弓
○
ｏ
．
○
ｏ
汁
８
一
は
、
一
九
六
〇
年
に
お
け
る
売
上
、
＾
約
三
六
億
ド
ル
、
総
資
産
約
四
七
億
ド
ル
、
税
引
純
利
益
三
億
四
〇
〇
万
ド

ル
、
従
業
員
約
二
二
万
五
、
○
○
○
人
に
達
す
る
鉄
鋼
独
占
体
で
あ
る
。
売
上
蔦
順
位
に
お
い
て
第
五
位
、
総
資
産
順
位
に
お
い
て

第
三
位
を
占
め
鉄
鋼
市
場
の
占
拠
率
は
三
三
・
一
％
（
一
九
四
八
年
度
）
に
連
す
る
。
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一
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利
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万
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○
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資
産
順
位
第
八
位
で
は
あ
る
が
、
純
利
益
順
位
は
第
五
伎
で
あ
り
、
化
学
工
業
界
に
お
け
る
市
場
支
配
率
は
二
二
・
二
％
（
一
九
五

七
年
度
）
に
達
す
る
。

　
Ｕ
自
巾
○
葦
は
、
○
彗
雪
邑
曽
Ｏ
汁
○
易
の
普
通
株
の
約
二
二
％
を
所
有
し
て
お
り
、
五
名
の
代
表
を
そ
の
役
員
会
に
送
っ
て
お
り
、

有
名
な
モ
ル
ガ
ソ
商
会
（
自
○
畠
¢
Ｏ
｛
室
冒
。
・
彗
）
が
、
両
独
占
体
の
金
融
寡
頭
支
配
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
資
本
　
構
　
成

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
資
本
構
成
上
の
特
長
は
、
総
資
本
に
対
す
る
自
已
資
本
の
占
め
る
比
率
、
す
な
わ
ち
自
己
資
本
（
構
成
）
比

率
が
極
め
て
高
い
点
に
あ
る
。

　
四
　
資
本
構
成
内
答
の
量
的
分
析

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
前
掲
五
杜
に
つ
い
て
そ
の
資
本
構
成
内
容
の
最
的
分
析
指
標
を
総
括
表
示
す
る
と
「
表
２
」
の
ご
と
く
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
五
杜
合
計
使
川
総
汽
本
は
約
二
九
〇
億
ド
ル
、
う
ち
約
二
一
四
億
ド
ル
ま
で
白
己
資
本
で
あ
り
、
負
債
は
約
七
六
億

ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
白
己
資
本
率
は
、
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１
）

七
三
・
八
三
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
度
の
ア
メ
リ
ヵ
製
造
工
業
の
白
己
資
本
比
率
約
四
八
％
に
比
し
て
も
、
ま
た
同
年
度
の
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ア
メ
リ
カ
大
企
茱
一
九
六
杜
ｏ
白
己
資
木
平
均
比
率
六
四
・
七
四
％
に
比
し
て
も
大
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
全
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、

大
企
業
二
九
三
祉
の
白
己
資
本
比
率
は
一
九
五
六
年
度
に
お
い
て
六
一
・
四
八
％
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
比
率
構
成
に
は
、
こ
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リ
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１
■
１
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ｏ
ｏ
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１
■
一

＄

＄

＄

＄

■

８
一
杜
年
従
金
オ
時

２
一
各

　
債
債
計

：
負
負

債
動
定

　
流
固

負

本資

計

本資転運

　
　
　
　
着

　
　
　
　
委

　
　
　
　
に
用

　
　
　
　
中
使

　
　
　
　
校
を

　
　
　
　
再
料

　
　
　
　
稿
資

　
　
　
　
本
の

　
金
　
　
は
度

　
備
　
　
ｔ
年

）
準
　
　
。
丁
５
９

成
諸
　
　
叩
１
９

作
の
　
　
・
ず

り
等
　
　
訓
え

よ
金
　
　
ｍ
を

れ
備
　
　
舳
む

○
準
　
　
　
や

叩
険
権
　
度
め

Ｒ
保
分
金
年
た

訓
，
持
備
６
０
の

ｍ
金
の
準
１
９
約

ｎ
備
杜
発
の
制

Ａ
準
会
偶
ル
的

の
金
属
と
イ
問

　
　
，
，
基
．
び

一
（
は
は
与
ド
及

　
９
１
賞
一
吊

　
４
０
２
９
て
ダ
印

　
＄
＄
し
ソ
　
，

　
　
　
と
タ
が

　
　
　
主
ス
た

　
　
　
　
．
　
一
し

　
　
　
２
ｏ
ｏ

ちう

１
．

註

　
　
　
　
四
八
（
六
四
〇
）

こ
で
示
し
た
独
占
五
杜
も
組
入
れ
ら
れ
て

あ
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
独
占
体
、
が
い
か
に

高
い
自
己
資
本
比
率
を
有
し
て
い
る
か
が

明
ら
か
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
わ
が
国
に

お
け
る
自
己
資
本
比
率
に
つ
い
て
主
要
な

指
標
と
な
る
も
○
を
掲
記
し
て
お
く
。

　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
５
　
　
６

　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
）

　
　
　
期
－
期
期

　
　
　
　
下
火
下
下

　
　
　
　
年
年
年
年

　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

　
　
　
ズ
Ｏ
　
（
Ｏ
　
’
Ｏ
　
（
Ｃ

　
　
　
　
Ｏ
Ｊ
　
０
）
　
Ｏ
）
　
Ｏ
Ｊ

　
　
　
　
１
■
　
１
■
　
１
上
　
１
■

　
　
　
　
ｒ
　
　
（
　
（
　
（

　
　
　
　
％

　
　
　
　
［
ｏ
　
４

　
　
　
　
３
　
１
　
４

　
　
　
　
０
　
８
　
０
　
５
　
９
　
０
　
９

　
　
　
　
３
２
３
３
２
６
２

杜
祉

（
０
　
　
０
Ｊ

０
６
　
　
　
　
　
　
に

４
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

業
場
業
鉄
作
動
学

逃
上
逃
製
製
｝
化

製
業
焚
　
　
　
タ

場
唯
人
幡
立
ヨ
友

上
企
法
八
日
ト
住



と成
）
構
％
本
（
資の杜会造

製
較
の
比

独
の
西
本，資

英
転，運

英
と，
泉

日
源

）３表（

独西スリギイカリメア本

－
９５９１

０４０，ユ

５６
●

３５

４
【
／●
５４

ユ６
■

Ｏ

Ｏ０１

０４
●

，
ｈ
）

３
【
／

メ
↓

３２
【
／
８
●

８５

３１
●

１４

Ｏ０１

５２
■

８２

９５９１

５９５

９３
●

５５

１６
●

４４

００１

６７
●７２

６９
●

０１

２８
●

８３

８１●１６

００１

３６
●

７２

　
６

（
０
　
　
０
）

Ｆ
０
　
　
１
１

９１

２５
●９４

８４
●

０５

００１

４０
●

２２

２２
●

３１

６２
●

５３

４７
●

４６

００１

８４
●

７２

上
６
０

１
９

９０４

８６
●４５

４９
●４４

Ｏ０１

８３
●

９４

５５
■

９１

３９
●

８６

７０
●

１３

Ｏ０１

０３
●５

度
数
年
杜
産

　
　
資

産
産
定

資
資
勘

動
定
延
十

　
　
　
　
；
口

流
固
繰

　
※
　
廣
債

　
負
負

債
動
定
計

　
流
固

負

本資

計

金資転運

　
）
　
成
　
作
　
り
　
よ

　
２
５
　
期
　
上
　
年

　
３
５
　
和
　
昭
　
析
　
分
　
績
　
成
　
業
　
事
　
邦
　
本
む
含
所
を
究
金
研
当
済
引
経
諸
菱
　
三
※
（

　
四
　
資
本
構
成
内
容
の
質
的
分
析

　
こ
こ
で
資
本
構
成
と
い
う
の
は
、
公
表
貸
借

対
照
表
に
表
示
さ
れ
た
負
債
グ
ル
ー
プ
と
資
本

グ
ル
ー
プ
と
の
金
額
上
の
構
成
比
率
を
さ
す
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
決
算
時
に
は
簿
記
技
術
上

の
慣
習
的
処
理
の
結
果
貸
方
残
高
と
な
っ
た
諸

科
目
は
、
必
ず
負
債
か
資
本
か
、
い
ず
れ
か
の

区
分
に
帰
属
さ
す
の
が
二
般
に
認
め
ら
れ
た

よ
き
会
計
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
定
勘
定

の
貸
方
残
高
を
負
債
に
帰
属
せ
し
め
る
か
、
或

は
資
本
に
帰
属
せ
し
め
る
か
に
よ
っ
て
、
資
本

構
成
比
率
に
変
動
す
る
。
特
定
勘
定
の
貸
方
残

高
を
負
債
と
し
て
認
識
す
る
か
、
資
本
と
し
て

整
理
す
る
か
の
基
準
と
な
る
も
の
は
、
独
占
体

の
資
本
蓄
秩
を
基
本
政
策
と
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
会
計
理
論
な
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
諸
表
に
お
い
て
、
負
債
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
質
的
分
析
を
行
う
と
、
偶
発
準
傭
金
、
年
金

基
金
、
納
税
引
当
金
、
未
払
配
当
金
、
従
属
会
杜
の
持
分
権
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
実
質
的
に
は
留
保
利
益
と
同
様
に
白
己
資
本
と

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
六
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
巻
．
第
四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
一
六
四
二
一

　
　
　
　
　
、
刀

し
て
機
能
す
る
。

例
え
ば
。
・
暮
姜
・
二
魯
合
計
約
一
一
三
億
ド
ル
中
、
；
種
仮
装
負
僅
約
三
億
ド
ル
に
達
す
る
。
し
た
が
つ
て
支
払

義
務
篭
つ
負
債
は
約
二
〇
億
ド
ル
で
書
、
こ
註
総
資
本
に
対
し
約
二
〇
％
で
書
、
自
己
資
本
比
率
は
約
八
○
％
に
達
す
る
。

冒
；
二
固
定
農
の
全
額
が
・
従
業
員
一
の
ボ
ー
ナ
ス
基
金
と
保
険
及
び
偶
発
準
備
金
で
君
、
流
動
負
債
の
う
ち
約
一

億
ド
ル
が
未
払
賞
与
で
あ
り
、
そ
の
他
の
未
払
費
用
と
な
る
も
の
は
僅
か
四
、
二
二
五
万
ド
ル
に
す
ぎ
少
な
い
。

　
ｄ
．
○
ｏ
．
○
ｏ
ざ
９
で
は
・
留
保
利
益
と
同
様
自
己
資
本
と
し
て
機
能
す
る
仮
装
負
債
は
左
表
の
ご
と
く
約
五
億
ド
ル
に
達
す
る
。
し

た
が
っ
て
自
己
資
本
比
率
は
約
八
二
％
と
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
質
的
分
析
を
加
え
て
、
負
債
内
容
を
整
理
す
る
と
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
自
己
資
本
比
率
は
さ
ら
に
高
い
き
と
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

６０１，４９１，６３謁債国Ｓ
●

Ｕ引差金税払未
４９７，５３８，６４金当妃払未
４６０，８０６，２１

４４６，１２６，５

　
金
　
序
　
欠
金
損
当
積
引
見
倒
資
賞
投

ＯＯＯ，ＯＯＯ，０５金燃準険保
２７１，１００，

Ｅ
Ｕ

５金嚇蜂

・
ｖ
↓

発偶

６２２，４５４，９金
肥
刷

仙準費院
土
内
クび及故芥

一
■
１
一

６００，５１７，５１５＄計合

恐
ら
く
八
○
％
を
超
え
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う

　
資
本
す
な
わ
ち
資
本
金
（
優
先
株
金
、
普
通
株
金
）
、
剰
余
金
の
構
成
内
容
上
の
特
質
は
（
前
述

の
仮
装
魚
儘
の
検
討
を
除
外
し
て
）
表
示
資
本
金
に
対
し
て
剰
余
金
の
占
め
る
構
成
率
の
強
大
な

占
…
に
あ
る
。

　
い
ま
前
述
の
独
｛
体
五
杜
の
表
示
資
本
金
と
剰
余
金
と
を
対
照
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

　
独
占
体
五
杜
に
つ
い
て
み
る
と
、
賓
本
金
合
計
約
四
五
億
ド
ル
に
対
し
剰
余
金
は
実
に
約
ニ
ハ

八
億
ド
ー
レ
す
な
わ
ち
約
三
・
六
倍
に
達
す
る
。
こ
の
比
率
は
ア
メ
リ
ヵ
大
企
業
一
九
六
杜
の
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

五
六
年
度
の
比
率
二
・
〇
七
倍
に
比
し
逢
か
に
高
い
。
こ
こ
に
計
上
さ
れ
た
剰
余
金
の
う
ち
資
本

剰
余
金
は
少
額
で
あ
る
か
ら
、
（
た
だ
し
隼
彗
ら
；
〔
一
（
）
＝
（
７
こ
・
）
で
は
剰
余
金
中
に
額
而
超
過



　
計
　
　
　
　
　
　
い
　
　
金
約
八
億
五
、
九
九
二
万
ド
ル
を
有
す
る
）
自
己
資
本
の
七
八
・
七
％
が
利
益
剰
余
金
か
ら
な
ス
、
も
ｏ

）
合
　
６
６
８
４
５
０
て
乱

ル
社
　
　
　
点
月
メ
れ
、
　
で
あ
る
。
こ
れ
に
株
式
無
償
交
付
に
よ
る
利
益
剰
余
金
の
資
本
金
勘
定
へ
の
振
替
を
調
査
の
う
え
計
上

ド
　
　
　
　
　
　
４
６
ー
　
　
　
レ

　
５
　
　
　
　
　
　
１
　
２
　
さ

０
万
　
　
　
　
　
　
記
い
　
　
し
、
さ
ら
に
前
述
の
負
債
と
し
て
帰
属
せ
し
め
た
利
益
剰
余
金
を
加
算
す
る
と
、
少
く
と
も
白
己
資
本

１
０
ソ
　
９
０
ユ
明
示

位
ポ
　
　
４
６
３
０
岬
て
表
　
　
の
八
○
％
以
上
が
利
益
留
保
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

オ
　
み
２
セ
ァ
一
リ
ヵ
独
占
体
藁
構
成
上
の
以
上
の
特
質
は
・
自
己
資
本
の
充
実
を
意
味
し
・
杜
債
及
び
借

　
　
　
　
　
　
　
　
制
け

　
ド
タ
　
　
　
　
　
本
～
　
　
入
金
の
形
を
と
っ
て
行
わ
れ
る
金
融
機
関
へ
の
長
期
資
金
の
依
存
度
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
を
示
し
て

ズ
珊
麹
欝
い
牽
こ
の
よ
う
萎
本
構
成
上
の
特
質
は
・
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
が
労
働
。
搾
埠
独
占
的
高
価
格
に

　
フ
．
一
　
　
　
　
一
金
３

　
　
　
　
　
　
　
　
遇
４
５
　
よ
っ
て
大
衆
の
懐
か
ら
の
莫
大
な
独
占
利
潤
を
獲
得
し
、
高
率
所
得
税
制
○
下
で
、
こ
れ
を
配
当
金
と

　
一
レ
　
　
　
　
　
　
超
４

∴
謝
坐
概
し
て
支
出
す
る
こ
と
を
き
ら
い
、
企
業
資
本
と
し
て
再
投
資
す
る
：
に
よ
一
て
、
「
支
配
の
利
潤
一

。
ス
」
・
，
・
，
一
，
順

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ノ
　
（
？
○
ま
○
｛
８
ま
『
〇
一
）
牟
□
同
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
・
ス
　
　
　
　
　
で
ド

７
葦
ｕ
一
品
　
一
註
一
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
独
占
体
が
祉
纂
行
を
中
心
と
す
る
外
部
長
期
資
金
に
全
く
依
存
し
な
く

ネ
一
、
帥
、
吋
猟
　
な
つ
た
と
い
う
こ
と
を
薬
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
・
。
汁
彗
、
彗
ら
。
、
、
一
二
一
で
は
、
長
期
借
入
金
が

　
ゼ
モ
　
　
　
　
Ｌ
　
ｒ
２
，
　
　
　
一
九
五
五
年
度
末
の
五
億
五
、
七
〇
〇
万
ド
ル
よ
り
一
九
五
九
年
度
末
に
七
億
九
、
一
〇
〇
万
ド
ル
に
増
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
刎
金

　
一
ル
ジ
パ
　
　
　
　
ｍ
本
　
　
　
を
り
・
ま
た
弓
○
Ｏ
．
○
○
け
０
９
で
は
、
長
期
借
入
金
が
一
九
五
五
年
度
末
の
二
億
八
、
六
〇
〇
万
ド
ル
よ
り
一
九
六

　
ダ
イ
．
一
　
　
　
　
ｎ
資

　
ソ
オ
一
シ
ー
５
７
１
一
８
６
、
　
　
　
　
●
年
度
末
に
四
億
二
、
二
〇
〇
万
ド
ル
に
坤
加
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
禰
僻
入
金
の
調
達
は
、
後
述
の
ご
と
く

　
　
　
ユ
　
５
１
一
６
　
　
，

　
タ
．
二
一
！
，
５
，
．
６
，
度
で
　
　
　
設
術
資
金
急
珊
期
に
利
川
さ
れ
た
も
の
で
、
臨
時
的
性
格
が
強
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
己
資
本
比
率
の
圧
倒
的
な

　
ス
ド
（
ヤ
　
　
一
一
年
の

　
　
　
　
　
　
　
６
０
い
　
　
　
高
さ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
（
「
火
４
」
及
び
「
表
５
」
参
照
）
。

　
　
　
　
企
金
計
１
９
な

　
　
　
　
本
余
　
　
　
　
　
　
～
　
一
、
一
菱
経
済
研
究
所
　
本
邦
小
業
成
続
分
析
　
閉
和
三
人
年
上
期
四
四
頁
、

　
　
　
　
汽
剰
八
］
※
　
　
　
凹
　
三
菱
経
済
研
究
所
　
前
掲
書
　
閉
和
三
五
年
下
期
二
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
三
萎
経
済
研
究
所
　
前
掲
芯
　
五
一
頁
、

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
逃
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
六
四
三
）



）４（）

一
ｈ
）

（）６（）７（）８（ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
六
四
四
）

　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）

　
三
菱
経
済
研
究
所
　
前
掲
書
　
五
〇
頁
。

　
大
蔵
省
編
財
政
金
融
統
計
月
報
（
法
人
企
業
統
計
特
集
）
一
二
〇
　
四
四
頁
。

　
三
菱
経
済
研
究
所
　
前
掲
書
　
一
四
二
頁
。

三
菱
経
済
研
究
所
で
は
・
ア
メ
リ
カ
大
会
杜
の
資
産
及
び
資
本
構
成
の
分
析
を
行
三
当
つ
て
、
「
自
家
保
険
引
当
金
、
偶
発
塞
、
更
新
引

当
及
び
在
庫
評
価
損
引
当
等
を
含
む
一
も
の
を
剰
余
金
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
「
表
・
一
の
資
本
農
比
率
は
そ
の
適
用
で
、
一
る
。
一
前
掲
書

二
二
頁
参
照
。
）

　
三
菱
経
済
研
究
所
　
前
掲
書
　
二
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
三
、
資
産
構
成

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
資
産
構
成
上
の
特
質
は
、
固
定
資
産
比
率
が
比
較
的
高
く
、
投
資
勘
定
及
び
有
価
証
券
勘
定
が
重
要
な
地
位

を
占
め
て
い
る
点
に
あ
る
・
固
定
資
産
や
棚
卸
資
産
の
実
態
把
握
は
、
評
価
の
困
難
性
と
評
価
方
法
の
悉
意
性
が
強
い
た
め
極
め
て

困
難
で
あ
る
が
、
独
占
体
は
利
潤
隠
蔽
目
的
の
た
め
低
評
価
を
行
っ
て
秘
密
積
立
金
を
設
定
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
四
　
固
定
資
産
比
率

　
企
業
の
使
州
総
資
産
中
固
定
資
産
Ｏ
占
め
る
割
合
す
な
わ
ち
固
定
資
産
比
率
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
？
。
同
い
ほ
ど
、
一
。
阿
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
１
国
耐
鴻
蘇
才
斗
コ
×
Ｈ
８
さ
い
国
蔚
康
黒
↑
庁
哉

　
　
　
　
　
康
黒
才
羊

　
と
こ
ろ
が
前
述
の
独
占
体
五
杜
の
固
定
資
産
比
率
は
平
均
六
二
・
七
六
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
ヵ
製
造
業
の
財
務
比
率
約
七

〇
％
（
一
九
六
〇
年
軌
）
に
比
し
て
逢
か
に
劣
る
。
と
こ
ろ
で
「
表
２
」
に
よ
つ
て
明
ら
か
た
よ
う
に
五
杜
○
う
ち
○
。
コ
。
、
川
一
；
↓
つ
、



ざ
易
だ
け
が
、
流
動
資
産
に
比
し
固
定
資
産
が
少
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
こ
れ
は
固
定
資
産
が
帳
簿
価
幣
す
た
わ
ち
購
入
原
伍
差

引
減
価
償
却
引
当
金
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
投
下
設
傭
六
六
億
六
、
六
〇
〇
万
ド
ル
の
う
ち
減
価
償
却
引
当
金
は
三
六
億
五
、

六
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
、
調
達
設
傭
の
約
五
四
％
は
す
で
に
償
却
済
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
同
業
の
｝
Ｏ
乙
旨
○
汁
Ｏ
・
の
償
却
済

比
率
四
三
％
と
比
較
す
る
と
実
質
的
に
過
大
償
却
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
固
定
資
産
の
低
価
表
示
と
し
て
反
映
さ
れ
、
固
定

資
産
比
率
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
し
た
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
は
、
戦
時
特
別
償
却
の
平
時
的

適
用
に
す
ぎ
な
い
平
時
特
別
償
却
制
度
を
多
く
利
用
し
て
い
る
か
ら
固
定
資
産
比
率
が
実
質
的
に
は
高
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
財
務

デ
ー
タ
と
し
て
は
む
し
ろ
低
い
比
率
と
な
っ
て
出
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
固
定
資
産
比
率
の
低
い
独
占
体
ほ
ど
、

相
対
的
に
固
定
資
産
の
低
価
表
示
を
行
い
、
過
大
な
減
価
償
却
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
四
　
投
資
及
び
有
価
証
券
勘
定

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
資
産
構
成
上
の
第
二
の
特
長
は
、
投
資
及
び
有
価
証
券
勘
定
が
極
め
て
高
額
で
あ
り
、
財
務
構
成
上
重
要
な

役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
独
占
体
の
公
示
貸
借
対
照
表
は
、
　
例
外
な
く
子
会
杜
の
そ
れ
を
含
め
た
連
結
貸
借
対
照
表
　
（
Ｏ
Ｏ
景
○
巨
隼
＆
。
。
汁
津
Ｏ
旨
〇
一
ネ
Ｏ
｛

｛
、
、
Ｐ
、
、
。
一
、
ピ
一
勺
○
。
り
三
昌
）
で
あ
る
か
ら
、
ン
、
こ
に
掲
記
さ
れ
て
い
る
投
資
勘
定
は
「
連
結
さ
れ
て
い
な
い
従
属
会
杜
に
対
す
る
投
資
」

（
一
、
、
く
。
。
。
汁
昌
。
、
、
汁
。
。
一
目
。
。
自
ヲ
葦
２
ｑ
・
○
昌
勺
彗
一
鶉
目
○
汁
８
舅
○
巨
葦
＆
）
ま
た
は
、
　
「
ン
、
の
他
の
投
資
勘
定
も
し
く
は
有
価
証
券
」

（
。
ま
、
。
、
｛
、
一
く
、
。
。
↑
昌
、
、
一
↑
。
。
。
、
。
り
９
…
三
２
）
で
あ
り
、
ン
、
れ
は
白
国
に
お
け
る
従
属
的
少
数
持
株
会
杜
へ
の
投
資
を
示
す
だ
け
で
な

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

く
　
他
因
特
に
植
民
地
、
従
属
国
へ
の
投
賞
お
も
示
し
、
さ
ら
に
ン
、
れ
が
投
資
収
益
を
保
障
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
前
述
の
独
占
体
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
る
と
、
９
一
勺
；
汁
で
は
総
資
産
約
二
九
億
ド
ル
中
、
　
一
一
億
六
、
三
〇
〇
万
ド
ル
が

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
六
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
六
四
六
）

投
資
勘
定
で
あ
り
、
う
ち
ｏ
；
；
二
事
・
汁
○
鶉
へ
の
投
資
は
一
九
六
〇
年
度
末
時
価
で
一
一
億
三
、
○
○
○
万
ド
ル
に
達
す
る
。
そ

の
所
有
普
通
株
数
は
・
六
・
三
〇
〇
万
株
で
あ
り
、
そ
れ
は
ｏ
；
昌
一
二
；
一
３
易
の
禿
行
済
普
通
株
数
二
八
四
、
七
三
三
、
八
一
五

株
の
ほ
ぼ
二
二
％
に
達
す
る
・
Ｏ
■
ミ
ヨ
汁
が
○
竃
竃
己
考
○
ざ
易
か
ら
収
得
し
て
い
る
投
資
収
益
は
一
九
六
〇
年
度
に
お
い
て
一

億
二
・
六
〇
〇
万
ド
ル
で
書
・
こ
註
、
旨
；
二
年
問
税
引
純
利
益
三
億
八
、
一
四
〇
万
ド
ル
の
ほ
ぼ
上
・
に
導
る
も

の
で
あ
る
。

　
○
ｏ
汁
竃
ま
乙
○
二
（
字
－
．
）
の
有
価
証
券
は
一
一
億
五
、
五
〇
〇
万
ド
ル
（
一
九
五
九
年
度
）
で
あ
り
、
別
に
投
資
勘
定
と
し
て
四
億

）
年
末
　
　
　
　
　
五
、
六
〇
〇
万
ド
ル
を
有
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
年
問
一
億
九
、
二
〇
〇
万
ド
ル
の
配
当
金
収
入
を
え
て
い
る
。

駅
鷲
鴛
ｍ
；
…
葦
の
投
資
勘
定
は
イ
ギ
リ
ス
連
合
詣
地
域
一
の
固
定
儀
を
併
芒
九
六
〇
年
度
末
九
億
一
一
、

位
胴
９

単
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
ド
ル
、
う
ち
五
憶
三
、
二
二
三
万
ド
ル
が
非
連
結
従
属
会
杜
お
よ
び
外
国
代
理
店
の
資
本
持
分
（
原

（
年
末

券
鵬
閉
慨
価
一
で
書
、
そ
の
藩
差
益
だ
け
別
に
四
、
五
三
六
万
ド
ル
を
計
上
し
て
い
る
。

服
昭
３
　
　
　
　
　
　
０
彗
實
己
峯
ｏ
汁
○
易
の
投
資
勘
定
は
・
一
九
六
〇
年
度
末
に
お
い
て
四
億
七
、
三
〇
〇
万
ド
ル
、
う
ち
三
億

有
年
末

資
３
５
期
９
５
５
０
６
４
　
九
、
四
〇
〇
万
下
ー
レ
は
Ｏ
彗
實
己
室
ｏ
３
易
＞
ｏ
ｏ
｛
ま
コ
８
０
０
弓
○
量
ご
。
目
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

投
和
月
　
　
１

の
昭
９
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）
　
わ
が
因
の
独
占
資
本
に
お
い
て
も
、
こ
こ
二
・
三
年
前
か
ら
子
会
杜
の
新
設
や
拡
張
、
系
列
化
に
・
伴
な
い
関
連
会
杜

妹
　
鉄
鉄
管
　
一
の
投
資
が
激
増
す
る
傾
向
を
み
せ
て
ミ
い
ま
こ
れ
姦
鋼
独
占
栗
に
っ
い
て
示
す
と
上
の
ご
と
く
で
あ
一
・
。
こ

コ
　
　
　
製
製
鋼

　
　
　
幡
士
本
　
れ
は
鉄
鋼
会
杜
の
資
本
支
配
に
よ
る
会
杜
蓉
す
な
わ
蒜
し
い
壌
コ
ソ
ツ
一
ル
ソ
形
成
の
指
讐
と
み
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
八
宮
日
　
　
き
る
。

　
働
　
棚
卸
資
産
・
固
定
資
産
の
粋
価

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
資
産
構
成
分
析
に
当
っ
て
は
、
以
し
Ｌ
○
ほ
か
棚
卸
資
産
及
び
固
定
資
産
Ｏ
詐
価
方
法
に
ー
つ
い
て
特
に
注
セ
、
ギ
．



●

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
棚
卸
資
産
及
び
固
定
資
産
は
、
生
産
過
程
に
お
い
て
生
産
資
本
と
し
て
機
能
す
る
だ
け
で
な
く
、
ン
、
○
期
末

残
留
分
○
金
額
も
莫
大
と
な
る
か
ら
、
期
末
に
お
け
る
評
価
方
法
の
い
か
ん
が
、
独
占
体
の
財
務
構
造
に
つ
い
て
異
な
っ
た
結
果
を

導
く
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
独
占
体
の
採
る
会
計
政
策
で
は
、
棚
卸
資
産
や
固
定
資
産
に
つ
い
て
そ
の
種
類
・
内
容
を
異
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
し
も
一
定
の
評
価
方
法
を
採
用
し
て
い
な
い
し
、
同
じ
独
占
体
で
も
時
期
に
よ
り
異
な
る
評
価
方
法
を
採
用

し
て
い
る
の
が
実
際
で
あ
る
。

　
例
え
ば
勺
Ｏ
乙
呂
○
汁
○
・
で
は
棚
卸
資
産
（
約
五
億
ド
ル
）
に
対
し
「
主
と
し
て
先
入
先
出
法
に
よ
る
原
価
法
に
よ
る
時
価
原
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

低
価
法
」
（
隼
亭
¢
一
〇
幸
雪
○
｛
ｏ
易
汁
（
づ
・
｝
Ｏ
号
葦
Ｋ
穿
二
Ｐ
饒
冨
汁
－
Ｏ
享
）
○
『
昌
實
茅
汁
）
を
採
用
し
て
い
る
が
］
）
自
勺
９
二
で
は
、

そ
の
棚
卸
資
産
（
約
三
億
ド
ル
）
に
対
し
「
時
価
を
越
え
な
い
平
均
原
価
以
下
」
（
津
婁
雪
品
・
・
易
汁
○
二
易
。
ｎ
一
自
○
汁
三
婁
・
鶉
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

Ｏ
｛
昌
實
ぎ
汁
）
で
表
示
し
、
ま
た
弓
Ｏ
Ｏ
．
○
Ｏ
オ
９
で
は
、
そ
の
棚
卸
資
産
（
約
七
億
ド
ル
）
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
「
後
入
先
出

法
」
（
一
易
工
Ｐ
饒
易
汁
－
○
享
昌
¢
亭
○
ユ
）
他
の
一
部
分
に
つ
い
て
は
「
原
価
・
時
価
低
価
法
」
（
ま
Ｏ
畠
汁
○
『
昌
彗
ぎ
戸
考
三
〇
ブ
Ｏ
く
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

オ
ー
○
考
弩
）
を
採
用
す
る
。
　
○
彗
害
己
ヨ
９
ま
Ｏ
で
は
市
価
を
超
え
な
い
原
価
を
採
り
、
さ
ら
に
滞
貨
損
失
準
傭
金
（
？
Ｏ
く
邑
；

｛
Ｏ
『
づ
○
。
・
。
。
…
〇
一
畠
。
・
霧
９
一
箏
き
ご
き
彗
Ｏ
貫
Ｏ
霧
。
・
。
・
汁
○
〇
一
・
。
。
）
を
設
定
評
価
す
る
が
、
ア
メ
リ
ヵ
で
の
在
庫
の
評
価
は
後
入
先
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

法
、
ヵ
ナ
ダ
で
の
そ
れ
は
先
入
先
出
法
を
採
用
す
る
な
ど
独
占
体
に
よ
り
、
評
価
方
法
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
衣
い
。

　
異
な
る
詐
価
方
法
の
適
用
は
、
固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
六
〇
年
巳
壬
ｏ
ま
ヨ
の
調
査

に
よ
る
と
、
調
査
一
、
三
二
五
杜
の
う
ち
加
速
償
却
を
実
施
し
て
い
る
も
の
七
五
％
、
定
額
法
を
使
用
し
て
い
る
も
の
二
三
％
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

の
他
の
方
法
を
使
用
し
て
い
る
も
の
二
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。
加
速
償
却
実
施
会
祉
の
う
ち
コ
一
倍
定
額
残
高
逓
減
法
」
を
採
用
し

て
い
る
も
の
四
五
％
、
級
数
逓
減
法
を
用
い
る
も
の
三
八
％
、
両
方
法
の
併
州
を
行
う
も
の
一
七
％
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
前

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
六
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
六
四
八
）

述
の
独
占
体
の
財
務
諸
表
で
は
、
固
定
資
産
の
減
価
僚
却
を
、
以
上
の
う
ち
ど
ｏ
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
行
っ
た
か
を
明
記
し
て
い

　
な
い
。
か
く
て
会
計
学
に
お
け
る
「
明
瞭
表
示
の
原
則
」
は
肝
心
な
と
こ
ろ
で
、
そ
の
欠
陥
を
露
呈
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
は
他
の
統
計
資
料
に
よ
っ
て
独
占
的
大
企
業
が
加
速
償
却
を
多
額
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
だ
け
で
あ

る
。
例
え
ば
、
一
九
五
五
年
度
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
総
資
産
一
億
ド
ル
以
上
の
大
会
杜
の
減
価
僕
却
費
が
、
全
法
人
の

年
問
減
価
償
却
費
の
四
九
％
を
占
め
、
ま
た
全
法
人
の
加
速
償
却
費
の
う
ち
、
総
資
産
一
億
ド
ル
以
上
の
法
人
が
七
八
・
七
％
を
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

め
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
独
占
的
大
会
杜
に
お
い
て
、
加
速
償
却
を
多
く
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
資
産
構
成
中
、
そ
の
占
拠
率
の
圧
倒
的
に
高
い
棚
卸
資
産
や
固
定
資
産
の
評
価
方
法
の
多
様

．
性
、
そ
の
白
由
か
つ
弾
力
的
な
適
用
の
認
容
は
二
般
に
認
め
ら
れ
た
」
と
自
称
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
会
計
原
則
に
依
拠
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
企
業
に
よ
り
資
産
構
成
内
容
そ
の
も
の
を
外
形
上
歪
曲
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
デ
ー
タ
を
何
ら
の
加
工
を

施
す
こ
と
な
く
た
だ
機
械
的
に
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済
分
析
に
必
要
な
指
標
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て

経
済
政
策
上
の
諸
判
定
を
下
す
こ
と
は
重
要
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
と
な
る
の
を
如
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
評
価
に
統
一
性
を
与
え
る
た

め
に
Ｕ
窒
づ
の
ご
と
く
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
＝
｛
○
を
、
固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
原
価
を
起
点
と
す
る

定
率
法
、
定
額
法
、
減
貸
基
金
法
、
年
金
法
等
を
否
定
し
て
、
更
新
価
値
法
（
篶
旦
Ｐ
８
昌
彗
↑
奏
－
亮
ま
勺
亮
Ｏ
訂
庄
昌
）
を
適
用
し

て
み
て
も
、
そ
れ
が
資
本
家
的
意
識
に
反
映
す
る
眼
り
主
観
的
適
川
と
な
る
点
で
、
資
本
制
的
限
界
を
も
つ
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
資
産
構
成
分
析
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
計
算
技
術
上
の
障
害
は
、
ど
の
一
よ
う
な
経
済
的
法
則
に
支
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
独
占
体
は
、
一
方
に
お
い
て
「
記
録
さ
れ
た
事
実
」
（
・
９
０
三
＆
～
Ｏ
オ
）
に
従
っ
て
、
　
経
営
符
理
の
た
め
に
個
別
資
本
運
動
の

有
効
適
正
な
財
務
デ
ー
タ
の
計
箪
的
把
握
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
財
務
政
策
と
し
て
は
、
む
し
ろ
歪
曲
し
た
鮒
務
デ
ー
タ
の
公
パ
を

じ



必
要
と
す
る
。
こ
○
よ
う
な
相
矛
盾
し
た
要
請
は
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
を
前
提
と
す
る
資
本
主
義
経
済
の
基
本
的
矛
盾
か
ら
派

生
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
経
営
な
い
し
生
産
管
理
過
程
に
お
け
る
労
働
者
の
搾
取
の
た
め
に
は
、
適
確
な
財
務
デ

ー
タ
そ
の
も
の
の
把
握
が
先
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
資
本
の
い
っ
そ
う
の
集
中
と
蓄
積
の
た
め
に
独
占
体
は
よ
り
偽
蹄
的
な

租
税
政
策
、
労
働
政
策
、
配
当
政
策
等
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
近
代
会
計
理
論
と
そ
の
実
践
は
、
こ
の
相
矛
盾
し

た
要
請
を
満
足
せ
し
め
る
た
め
に
統
一
し
た
理
論
を
打
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
基
底
を
な
す
も
の
は
、
独
占
的
高
利
潤
に

つ
い
て
の
消
し
難
い
情
熱
で
あ
る
限
り
、
財
務
デ
ー
タ
の
集
計
的
表
示
で
あ
る
財
務
諸
表
は
、
独
占
資
本
の
属
性
と
し
て
機
能
し
て

い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
註
）
　
固
定
資
産
の
減
価
償
却
が
過
大
で
あ
る
と
か
、
過
少
で
あ
る
と
か
い
う
場
合
、
そ
の
基
準
と
な
る
も
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
理
論
的
に

　
い
え
ば
、
減
価
償
却
は
、
個
別
企
業
の
支
配
す
る
固
定
資
産
の
物
理
的
減
価
、
そ
の
経
済
的
減
価
の
実
態
を
把
握
し
、
固
定
資
本
の
実
際
的
価
値

　
減
耗
の
計
算
を
反
映
さ
せ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
具
体
的
に
そ
の
一
般
的
基
準
と
な
る
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
・

　
国
民
経
済
的
視
点
に
お
い
て
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
基
準
は
、
一
国
民
経
済
に
お
け
る
一
般
的
・
平
均
的
償
却
率
で
あ
る
。
そ
れ
は
杜
会
的
一

　
平
均
的
に
算
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
資
大
循

　
　
率
％
　
　
　
　
　
メ
の
立
気

　
　
　
　
１
　
　
４
　
　
３
　
　
１
　
３

　
　
却
４
　
一
６
力
４
一
２
　
ア
資
市
採

　
　
倣
６
６
７
７
７
　
後
投
阪
後
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
本
大
戦
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稿
定
て
編
ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
固
い
所
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
る
つ
究
投

　
　
度
９
０
１
２
３
　
茂
け
に
研
備

　
　
　
　
９
４
９
５
９
５
９
５
９
５
　
村
お
泉
済
設

　
　
年
１
１
１
１
１
奥
に
源
経
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
金
学
環

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）

率
％
却
月

償
１
０

　
■
度
８

　
９
５
年
１

９９
●

０１ｗ

４７
●

０１１９５９１

５０
●

ーユ

３５
●

０１

■
■

３９
●

０１ｗ

１９
●

０１工０６９１

３８
●

０１

６７
●

０１

■
皿

成
幻

業
４
．
事
Ｐ
邦
期
本
上
　
年
所
５
究
３
研
和
済
昭
経
析
菱
分
に
綾

五
七
（
六
四
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
六
五
〇
）

　
い
ま
ｏ
ｏ
ｇ
ユ
。
。
巨
ｇ
一
＞
７
庁
；
（
べ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
全
法
人
の
減
価
償
却
率
を
土
地
を
含
む
固
定
資
産
に
つ
い
て
み
る
と
前
頁
の
ご
と
く
年
度

に
よ
り
相
違
す
る
。

　
こ
れ
を
Ｏ
目
實
ざ
『
々
コ
目
２
冒
一
巳
穴
Ｏ
勺
○
ユ
｛
Ｏ
『
岩
；
ま
害
ざ
｝
一
〇
ｑ
Ｏ
Ｏ
｛
○
曇
亡
○
易
に
よ
り
、
　
ア
メ
リ
ヵ
製
造
工
業
に
っ
い
て
求
め
る
と

前
頁
下
段
の
、
こ
と
く
で
あ
る
。

　
い
ま
前
述
の
独
占
体
に
っ
い
て
償
却
前
固
定
資
産
に
対
す
る
償
却
率
を
一
九
五
九
年
度
に
っ
い
て
行
う
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
『
Ｏ
Ｈ
（
一
く
Ｏ
ユ
昌
の
一
九
六
〇
年
ま
で
の
過
去
五
ヶ
年
問
の
平
均
償
却
率
を
計
算
す
る
と
工
具
償
却
を
含
め
た
場
合
は
ニ
ハ
％
、
　
工
具
償
却
を

　
）ず
む

費
め
含

却
含
を

賞
を
失

鰐
損
減
イ
棄
具
廃

　
に　
）
　
む
費
含
却
を
償
却
価
廣
減
具
　
工
　
（設

前
格
却
価
倣
賄度年

レ

～万百
３８１

７２

つ
一

９
一

３２

９３

つ
】

４０

（
■
一

レ

～万
百
１３

１

６３４

８４４

７２４

８４３

ル
ド
４
５

万
７
百
Ｌ

５３３，２

３２６，２

８９５，２

４７５，２

６５９！

７
Ｆ
０

９１

８
一
〇
９１

９
Ｆ
ｏ
ｇ１

０６９

■
１
　
　
一

［
ｏ

８０，ユ０７９，ユ４８８，１１計

率
判
７
％

却
５
９
２
．

賞
１
９
１

　
（

ＳｒＯｔＯＩＮ１ａｒｅｎｅＧ

８
●

８
ｐ似

ｎＯｄｒａｄｎａｔＳ

２
■

９ｒＯｔＯＩ入ｄｒＯＦ

５
●

７１ｅｅ胱ｓｕ
６
●

６ｔｎＯＰｕＤ

除
外
し
、
減
価
僕
却
費
と
廃
棄
損
を
含
め
た
場
合
九
、
一

％
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
償
却
前
設
備
価
格
そ
の
も
の
が
実
は
過
大

償
却
を
行
っ
た
後
の
も
の
で
お
る
し
、
償
却
率
そ
の
も
の

が
、
特
定
年
度
に
巨
額
の
設
備
投
資
を
行
っ
た
と
ぎ
に
大

ぎ
な
影
響
を
受
げ
る
た
め
、
そ
れ
は
単
な
る
補
助
的
指
標

と
は
な
る
に
し
て
も
償
却
菓
準
と
し
て
適
正
な
も
の
と
は

な
り
難
い
。

　
一
般
的
賞
却
率
の
代
り
に
各
産
業
別
の
平
均
償
却
率
を

基
準
と
し
て
み
て
も
同
じ
困
難
を
伴
う
。
例
え
ば
ア
メ
リ

カ
の
自
動
車
工
業
の
平
均
償
却
率
は
次
頁
の
．
こ
と
く
で
あ
る
。

　
○
昌
實
巳
旨
Ｏ
ユ
Ｏ
冨
や
勺
Ｏ
己
曽
○
汁
Ｏ
『
を
含
め
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
平
均

償
却
の
高
さ
は
、
　
恐
ら
く
工
具
慣
却
等
を
も
含
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
　
そ
れ
に
し
て
も

○
昌
Ｏ
Ｓ
－
曽
Ｏ
汁
Ｏ
冨
や
司
○
己
旨
◎
汁
Ｏ
◎
『
に
は
戦
時
特
別
償
却
を
初
め
過
大
償
却
が
な
さ
れ
、

固
定
資
産
の
低
価
表
示
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
簿
価
に
対
す
る
償
却
率
は
む
し
ろ
過
少
に
さ
え

表
明
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
減
価
欧
却
費
適
正
峻
判
定
上
の
堪
準
の
第
二
は
、
売
上
高
と
減
価
倣
却
費
の
比
率
す
な
わ
ち



率却僕度年

％
２
４

３
一

２３５９１

　
）
　
レ
　
ノ
　
ド
　
万
　
百
却
位
賞
単
価
（
減と資投腕設時戦

７０
●

９ユ４５９／）ｎ
Ｏ
・
１ｔａｒＯＰ

ＯＣ１Ｃｅ趾ｍ～
１
ｅｈｔｅ３１（

２６
●

２２５５９１

６１
●

９１６
Ｆ
ｏ

９１

　
シ
費
一
）

却
リ
む

賞
プ
含
０
．

　
　
　
３

価
イ
を
４

減
デ
ソ

　
（
ヨ

資
支
）

投
費
む

　
　
　
ｏ
’

新
良
含
２
・

備
改
を
４

設
（
出度年

１４９１
減
価
償
却
効
率
を
求
め
る
場
合
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
第
三
は
、
総
費
用
に
占
め
る
減
価
償
却
費
を
求
め
こ
れ
を
減
価
賞

却
費
用
比
率
と
し
て
そ
の
判
定
基
準
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
率
が
、
固

定
資
本
の
実
際
的
価
値
減
耗
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
客
観
的
証
拠
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
便
宣
上
加
速
償
却
を
行
っ
た
会
杜
は
、
独
占
的
巨
大
企
業
で
あ
る
と
い
う
統
計
に
依
拠
し
、
過
大
賞

却
を
独
占
体
が
行
っ
て
い
る
と
断
定
し
て
差
支
え
匁
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
第
二
に
、
設
備
等
の
取
得
原
価
と
減
価
賞

却
引
当
金
累
計
と
の
関
係
比
率
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
当
該
産
業
界
の
平
均
償
却
済
比
率
と
対
比
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
過
大
も
し
く
は
過
少
償
却
の
判
定
指
標
と
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
第
三
の
指
標
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た

会
計
処
理
の
結
果
、
な
お
稼
動
し
て
い
る
償
却
済
設
備
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
場
合
こ
れ
を
も
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
て
過
大
償
却
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
示
す
○
§
Ｏ
量
一
崔
○
汁
Ｏ
冨
の
財
務
報
告
（
ヨ
昌
旨
ダ
一
■
２
庁
考
）
は
、
過
去

８
■

８３８
■

１３２４９１

３

■
」
ｏ

５３
●

８４３４９１

２
●

４５７●９４４９１

４
●

［
ｏ

７２
●

１３５４９１

　
１
　
ａ
　
ｕ
　
ｎ
　
ｎ

７
　
Ａ
６

６
　
　
ｎ

ク
】
　
Ｏ

　
ｔ
　
ａ
　
ｒ
　
Ｏ
　
Ｐ

　
Ｏ
ｒ
　
Ｃ
つ

　
１
６

　
ｅ
ｌ

　
ｅ
２
ｔ
皿

３
Ｓ
　
，

１
６
ｍ
５
７

　
蛇
１
９

　
ｄ

　
１
■
　
ｔ

　
ｈ
　
ｒ

　
ｔ
　
Ｏ

　
ｅ
　
Ｐ

＋
Ｂ
ｃ

言
（
Ｒ

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
肺
務
構
造
（
中
村
）

に
お
い
て
過
大
償
却
が
行
わ
れ
現
在
に
お
い
て
も
増
加
質
却
が
税
制
上
認
容
さ
れ
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
論
拠
で
お
る
。

　
二
九
六
〇
年
度
に
お
い
て
は
一
九
五
四
年
以
前
に
取
得
し
た
或
る
種
の
機
械
・
設

備
ば
、
認
め
ら
れ
た
会
計
原
則
を
継
続
的
に
適
用
し
た
た
め
完
全
に
償
却
済
と
な
っ
て

お
り
、
減
価
償
却
は
こ
れ
ら
資
産
に
対
し
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
」
「
会
杜
は
一
九
五
三

年
二
一
月
三
一
日
以
降
に
取
得
し
た
生
産
活
動
に
直
接
関
係
す
る
特
定
の
機
械
・
設
傭

に
っ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
一
月
一
日
現
在
、
な
お
有
効
な
減
価
賞
却
率
を
増
加
し
た
。
」

（
○
彗
・
邑
葦
汁
婁
レ
昌
量
一
寄
勺
・
ユ
曇
Ｏ
勺
・
量
）

　
ま
た
口
９
巨
Ｏ
ぎ
昌
○
Ｏ
汁
８
一
で
は
、
第
二
次
大
戦
中
（
一
九
四
一
－
一
九
四
五
年
）

約
一
、
六
億
ド
ル
の
設
備
投
資
を
行
っ
た
が
、
そ
の
資
金
は
二
、
六
億
ド
ル
を
超
え
る

減
価
償
却
引
当
金
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
戦
時
期
に
お
い
て
は
六
〇
ヵ
月
特
別
償
却
制

度
が
認
容
さ
れ
て
い
た
た
め
改
良
支
出
を
含
む
設
備
新
投
資
を
上
廻
る
減
価
膜
却
を
可

能
に
し
た
の
で
お
る
。
同
祉
の
一
九
四
八
年
よ
り
一
九
五
七
年
に
至
る
一
〇
年
問
の
減

五
九
（
六
五
一
）



）１（）２（）３（）４（）６（ 　
立
命
館
経
済
学
（
第
叶
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
六
五
二
）

価
償
却
引
当
金
の
累
計
は
約
六
、
八
億
ド
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
期
中
に
行
わ
れ
た
設
傭
投
資
合
計
約
一
一
、
八
億
ド
ル
に
対
し
て
六
〇
％
に
す

ぎ
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
　
（
戦
時
）
特
別
償
却
の
適
用
が
実
質
上
過
大
償
却
の
認
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
　
○
彗
９
巴
日
８
庁
ユ
Ｏ
で

は
正
常
減
価
償
却
費
（
目
○
『
日
巴
ら
毛
冨
ｏ
訂
庄
昌
）
と
５
カ
年
償
却
費
（
ｐ
昌
○
『
弐
墨
弐
昌
）
と
を
区
別
し
て
附
属
表
を
作
成
し
て
い
る
が
、
　
一

九
六
〇
年
度
末
に
お
げ
る
軍
需
施
設
の
取
得
原
価
一
億
六
、
三
四
〇
万
ド
ル
の
約
六
二
％
が
す
で
に
償
却
済
み
で
あ
る
。

　
三
菱
経
済
研
究
所
　
本
邦
事
業
成
績
分
析
　
昭
和
三
五
年
上
期
　
四
四
頁
。

ヨ
己
峯
・
ま
グ
ま
…
邑
雰
勺
・
｝
岩
８
勺
乙
○
．

冒
勺
昌
庁
３
髪
昌
昌
員
声
昌
暮
一
寄
勺
・
｝
畠
８
勺
二
「

仁
・
・
。
・
・
。
麦
ガ
＞
昌
§
；
宥
り
ま
一
曇
○
勺
二
９
　
　
　
　
伺
○
・
篶
量
一
日
葦
邑
９
＞
；
；
一
昏
勺
・
耳
嚢
Ｏ
勺
」
・
。
．

　
』
昌
；
巳
○
｛
＞
ｏ
Ｏ
昌
ま
；
Ｏ
ざ
盲
９
お
８
甲
嵩
・
　
　
　
　
　
い
　
中
村
万
次
著
　
減
価
償
却
政
策
　
一
八
七
頁
。

四
、
財

務
安
定
性

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
は
、
ン
、
の
財
務
流
動
性
が
極
め
て
高
く
、
財
務
安
定
性
が
強
い
こ
と
が
特
長
で
あ
る
。

　
０
Ｄ
　
流
動
比
率

前
述
の
独
占
体
の
流
動
比
率
、
当
陣
比
率
を
求
め
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
詳
§
膚
屏

　
　
　
．
誌
§
婁
岬
．
×
Ｈ
◎
冬
Ｈ
詳
睾
『
機

　
　
　
　
些
粛
昏
厳

　
　
　
　
詳
§
痔
弔
×
一
◎
冬
１
１
峠
巨
庁
咲

　
す
な
わ
ち
独
占
五
礼
平
均
流
鋤
比
率
は
二
四
八
％
、
当
座
比
率
は
一
七
七
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
度
に
お
け
る
ア
メ
リ

ヵ
捜
迭
工
業
の
流
鋤
比
率
二
五
〇
％
に
ほ
ぼ
箏
し
く
、
当
座
比
率
一
二
五
％
に
比
し
て
ヤ
ヤ
高
い
。



　
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
国
の
上
場
製
造
会
杜
四
〇
六
杜
の
一
九
六
〇
年
下
期
に
お
け
る
流
動
比
率
は
、
一
一
〇

　
比
％
　
　
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
－

帯
ｍ
ぶ
箒
　
　
％
、
当
座
比
率
は
六
奏
で
書
、
同
期
に
春
る
製
造
業
一
法
人
一
の
流
動
比
率
は
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

炉
２
７
４
。
・
　
乃
当
座
比
率
は
六
一
一
。
で
あ
る
。
同
期
に
お
け
る
わ
が
国
の
八
幡
製
鉄
、
旦
止
製
作
、
ト
ヨ

欄
・
。
・
２
”
班
塊
眺
　
ダ
自
動
車
、
住
友
化
学
等
の
独
占
資
本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
等
し
い
流
動
比
率
を
示
し
て

　
　
　
　
０
０
０
０
　
　
　
　
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
財
務
構
造
上
に
お
け
る
流
動
性
の
高
さ
、
そ
の
財

　
篇
撚
撹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
安
定
性
の
強
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
こ
こ
で
掲
記
さ
れ
た
流
動
負
債
と
は
、
巨
額
の
未
払
税
金
、
未
払
配
当
金
等
、
本
質

　
　
　
ぷ
　
　
　
的
に
利
益
剰
余
金
の
処
分
未
済
の
も
の
を
包
含
す
る
圭
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
の
質
的
整

　
　
　
■
　
ｔ

　
　
　
○
血
４
耐
　
　
　
　
　
理
を
行
う
と
、
独
占
体
の
財
務
流
動
性
は
さ
ら
に
安
定
し
た
比
率
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
向
１
・
ｈ
血
均

　
　
　
篶
｝
呼
　
四
運
転
資
本
　
　
　
　
　
率

　
　
　
Ｓ
Ｇ
．
Ｆ
Ｄ
　
独
占
体
の
平
均
流
動
比
率
が
、
前
述
の
ご
と
く
二
四
八
％
を
示
し
て
期
財
８
．
７

い
る
こ
と
は
、
流
動
負
債
の
ほ
ぼ
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
運
転
資
本
が
企
業
つ
畠
貰
金
と
し
て
機
能
し
軒
当
４
６
珊
５

て
い
る
こ
と
を
示
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
箒
。
５
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
動
１
２
１
２
ｕ
９

　
独
占
体
五
杜
の
流
動
資
産
合
計
は
約
一
〇
八
億
ド
ル
　
流
幼
負
債
合
計
は
、
約
四
三
億
ド
ル
で
あ
る
か
　
　
　
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車

ら
、
そ
の
運
転
資
本
は
実
に
六
四
億
ド
ル
の
巨
額
に
達
す
る
。
使
用
総
資
本
二
九
〇
億
ド
ル
に
対
す
る
運
　
　
　
　
鉄
戸
動
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
製
白
化

転
資
本
比
率
は
二
二
．
二
五
％
で
あ
り
、
、
！
、
れ
は
わ
が
国
の
上
場
製
造
会
杜
四
〇
九
杜
（
一
九
六
〇
年
上
　
　
　
　
幡
立
〃
友

期
）
○
連
転
資
本
比
率
五
・
三
〇
％
に
対
し
実
に
四
倍
に
余
る
（
「
衣
３
」
参
照
）
。
　
こ
○
よ
う
な
運
柾
賞
　
　
　
　
八
ロ
ト
住

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
六
五
三
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
六
五
四
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
箪
四
号
）

本
比
率
の
高
さ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
資
金
力
の
澗
沢
性
を
示
す
も
○
に
他
な
ら
な
い
。

　
働
　
固
定
比
率

　
自
己
資
木
構
成
率
が
高
く
、
資
金
力
○
極
め
て
澗
沢
な
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
へ
○
投
資
源
泉
の
全
部
が
自

己
資
本
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
財
務
構
造
上
○
い
ま
一
つ
の
特
長
は
、
自

己
資
本
に
対
す
る
固
定
資
産
の
割
合
、
す
な
わ
ち
固
定
比
率
が
比
較
的
低
い
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
百
一
、
む
…
罵
爵
吟
型
．

　
　
　
－
　
　
－
　
　
　
　
　
　
×
Ｈ
◎
ｏ
ざ
１
１
［
與
高
序
栂

　
　
　
二
口
庫
封
吟
茸

　
一
九
六
〇
年
（
た
だ
し
○
ｏ
汁
彗
３
乙
○
二
は
一
九
五
九
年
）
度
に
お
け
る
独
占
五
杜
の
固
定
比
率
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
、
イ
、

の
平
均
固
定
比
率
は
八
五
％
で
あ
る
・
こ
れ
に
減
価
償
却
費
の
過
大
計
上
、
固
定
資
産
簿
価
の
過
少
表
示
、
白
己
資
本
の
過
少
表
示

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
固
定
比
率
は
さ
ら
に
低
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

％
　
　
　
一
九
六
〇
年
度
に
存
る
ア
メ
リ
カ
製
造
工
業
の
固
定
比
率
は
、
約
七
一
％
で
雷
禁
国
上
蓑
造

　
４
４
８
９
５

　
９
８
６
４
９
４
８
８
７
５
　
　
業
四
〇
六
杜
の
一
九
六
〇
年
下
期
に
お
け
る
固
定
比
率
は
、
一
四
八
・
三
％
で
あ
る
。
ま
た
八
幡
製
鉄
○
、
１
、

”
　
　
れ
は
、
一
八
一
％
、
口
立
搾
三
三
％
、
住
友
化
学
一
九
二
％
、
ト
ヨ
ダ
自
動
車
一
〇
二
％
で
あ
る
。
こ

　
叫
門
　
　
　
　
　
　
れ
に
よ
っ
て
・
わ
が
困
の
産
業
資
本
の
多
く
が
、
そ
の
設
備
費
金
の
源
泉
を
臼
己
資
本
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と

　
　
Ｏ
・
洲
ｅ
耐
　
が
困
難
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
は
、
白
己
資
本
の
八
五
％
を
も
つ
て
、
設
備
蓄
を
行
つ

　
ｄ
　
　
　
　
ｅ
　
ｏ
　
ｔ

　
伽
ｍ
計
ｘ
肋
　
　
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
・
残
余
を
も
っ
て
運
転
資
本
と
し
て
機
能
せ
し
め
、
長
期
安
定
的
な
賓
金
調
連
を
行

舳
Ｃ
ユ
舳
ｕ

　
Ｓ
Ｇ
ｕ
Ｆ
）
　
　
っ
て
い
る
こ
と
牟
小
し
て
い
る
。
次
頁
は
、
○
竃
婁
二
；
ざ
豪
○
資
本
収
支
勘
、
止
と
、
営
業
収
支
勘
定
を



）
レ

～万
ｏ
ｏ

む
判
定
（
勘
　
支
　
収
Ｓ
本

ｏ
ｒ
資

０
ｔＭ訓航ｍ

Ｇ

（
０
　
　
／
「

（
０
　
　
１
１

７
‘
　
ｏ
Ｏ

　
、
債
本
負定固

資

０
　
　
０

８
　
　
０

７
‘
　
ｏ
Ｏ

ふ
み
産
本
資
資
定
転
固
運

定勘支収業営
（
Ｕ
　
７
’

（
）
　
「
つ

Ｏ
Ｏ
　
　
つ
ん

ム
」
本
債
資
負
転
動
運
流

７５０

４
，

産資動流

示
し
た
も
の
で
、
資
本
的
収
入
が
主
と
し
て
自
己
資
本
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
残
余
が
運
転
資
本

と
し
て
、
営
業
的
収
入
の
大
き
な
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
に
み
る
財
務
構
造
上
の
強
度
の
安
定
性
は
、
い
う
ま
で
も
尤
大
な
独
占
的

高
利
潤
を
源
泉
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
財
務
構
造
を
分
析
す
る
に
当
っ
て

は
、
そ
の
収
益
性
の
検
討
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
こ
の

点
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
加
え
よ
う
．
。

　
い
　
三
菱
経
済
研
究
所
　
本
邦
事
業
成
績
分
析
　
昭
和
三
五
年
上
期
　
四
四
頁
。

　
の
　
三
菱
経
済
研
究
所
　
前
掲
書
　
昭
和
三
五
年
下
期
　
五
一
頁
。

　
ゆ
　
大
蔵
省
編
　
財
政
金
融
統
計
月
報
（
法
人
企
業
特
集
）
一
二
〇
　
四
四
頁
。

五
、
財
務
構
造
と
収
益
性

　
ア
メ
リ
ヵ
独
山
体
の
財
務
構
遣
上
、
資
金
の
源
泉
、
運
用
上
の
特
長
は
、
自
己
金
融
力
が
強
大
で
、
設
傭
投
資
の
源
泉
が
、
長
期

安
定
的
な
白
己
資
金
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
○
　
白
己
資
金
の
運
用
形
態

　
「
表
４
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
全
法
人
企
業
の
一
九
五
七
年
以
降
一
九
六
〇
年
上
期
ま
で
〇
三
年
半
に
使
用

さ
れ
た
資
金
は
、
計
一
、
四
七
〇
億
ド
ル
で
あ
り
、
う
ち
留
保
利
益
と
減
価
償
却
に
よ
っ
て
調
連
さ
れ
た
臼
己
資
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
六
五
五
）
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２
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：
　
　
　
　
　
　
　
務

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
債

・
・
：
益
却
合
式
債
債
：
金
定
税
他

計
計
利
償
金
　
　
負
計
入
勘
得

合
合
資
他
合
借
所
の

泉
金
保
価
部
　
　
の
金
行
払
邦

源
資
留
減
外
株
杜
そ
資
銀
支
連
そ

金
部
　
　
　
期
　
　
　
　
期

資
内
　
　
　
長
　
　
　
　
短

　
　
　
　
　
　
１
）

　
　
　
）
　
．
．

　
：
　
価
計
　
　
券
　
　
）

　
計
　
　
簿
合
　
　
証
　
　
泉

：
合
備
（
加
定
府
．
他
源

計
加
設
産
増
勘
政
　
　
一

合
増
・
資
産
　
　
・
の
用

用
産
場
卸
資
取
金
　
運

運
資
工
棚
的
受
現
そ
（

金
的
　
　
　
融
　
　
　
　
差

資
物
　
　
　
金
　
　
　
　
誤

）

７
一

１ｐ０６９１七
Ｃ○

船鵬

．
飢

ｕＢｔｎｅｒｒｕＣｆＯｙ陀
、ｒｕＳ（

六
四
（
六
五
六
）

二
八
一
億
ド
ル
、
七
二
一
億

ド
ル
計
一
、
○
〇
二
億
ド
ル

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
あ
り
、
そ
れ
は
企
業
資
金

源
泉
の
約
七
〇
％
に
相
当
す

る
。
同
期
に
お
け
る
工
場
・

設
備
投
資
は
計
一
、
〇
一
四

億
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
全
法

人
企
業
の
設
傭
投
資
額
に
対

す
る
自
己
資
金
の
比
率
は
ほ

ぼ
一
〇
〇
％
に
近
い
。
し
た

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
っ
て
統
計
的
に
は
、
設
傭

投
資
は
、
ほ
ぽ
留
保
利
益
と

減
価
償
却
引
当
金
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
い
ま
○
ｏ
汁
；
葦
乙
○
：
（
オ
こ
．
）
の
運
転
資
金
の
源
泉
と
、
ン
、
の
運
用
を
一
九
五
〇
年
以
降
一
九
五
九
年
ま
で
の
一
〇
年
に
つ
い

て
み
る
と
「
表
５
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
○
ｏ
汁
彗
ま
乙
○
二
に
お
い
て
は
、
一
九
五
九
年
ま
で
の
過
去
一
〇
年
問
の
設
備

投
資
合
計
は
約
六
八
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
Ｏ
資
金
源
双
と
な
っ
た
も
の
は
税
引
後
純
利
益
と
減
価
賞
却
費
と
の
合
計
で
あ
る
「
現
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Ｏ

・
１
１
－

ｔａｒＯＰ
ｒＯＣｄ徒Ｓ３ｕ（）６表（

）度年
６
０

１
９（書算計す示を用運と泉源の金資

）
レノド万

ｏ
０１位単（

１
　
４
　
３
　
０
　
５

４
　
８
　
８
　
３
　
０

（
）
　
Ｏ

ｏ
ｏ
　
９
】

＄　
　
一
金
一

一
掛
一
坂
．

　
加
入
手

　
却
却
増

　
価
備
通

３
●４２

【
「
ｏ

………“

＞
　
　
…泉
一
　
　
　
一

源
益
費
収
資
他
詐

の本
利
償
売
株
の
合

資転
純
減
設
普
そ

運＜

　
４
　
０

　
ｎ
１
４
　
Ｆ
Ｏ

　
Ｏ
）
　
０
Ｊ

　
桝
ユ

　
一
分

　
一
用

　
一
使

　
一
の

　
一
金

　
一
資

　
一
立

　
一
積

＞
資
度

用
投
年

運
傭
前

の
設
一

本
・
引

資
場
差

転
工
運＜

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）

４●７９２
ｏ
ｏ
　
ｏ
◎
　
２

４
　
２
　
７

１
　
Ｑ
ｏ
　
８

　
　
１

吐
一
一

支
一
　
一

の
一
一

へ
　
一
　
一

用
一
　
一

費
還
一

払
償
一

前
の
金

の
廣
当

の
期
当

そ
長
配

７
　
４

１
↓
　
７
‘

３５
一
少
一
減
一
の
一
本

計
資
　
転

他
負
引
合
運

）

〇
一

３ｎ０６９ユ
ｔｒＯＰ

ｅＲ訓ｕｎｎへｎ
０
．
廿ａｒＯ

Ｐ
ｒ

Ｏ
．

Ｃｄ比Ｓ３旺（

金
所
得
」
（
○
寡
プ
窒
；
一
轟
。
・
）
の
約
一
〇
三
億
ド
ル

か
ら
株
主
へ
の
現
金
配
当
約
三
七
億
ド
ル
を
控
除
し

た
約
六
六
億
ド
ル
の
自
已
資
金
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。

　
Ｕ
自
勺
Ｏ
算
で
は
、
　
一
九
六
〇
年
度
に
設
傭
純
投

資
二
億
一
、
○
○
○
万
ド
ル
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は

留
保
利
益
約
三
億
二
、
○
○
○
万
ド
ル
と
減
価
僕
却

引
当
金
約
一
億
五
、
五
〇
〇
万
ド
ル
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
、
残
余
が
運
転
資
本
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
弓
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
宥
９
で
は
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
約
四

億
九
、
二
四
〇
万
ド
ル
の
設
備
投
資
を
行
っ
た
が
、

そ
の
資
金
の
源
泉
と
な
っ
た
も
の
は
、
主
と
し
て
留

保
利
益
（
一
億
一
、
七
〇
〇
万
ド
ル
）
と
減
価
償
却

引
当
金
（
二
億
八
○
○
万
ド
ル
）
お
よ
び
前
年
度
ま

で
に
拘
束
さ
れ
た
運
転
資
金
（
一
億
九
、
五
〇
〇
万

ド
ル
）
で
あ
っ
た
。
　
（
「
表
６
」
参
照
）

　
ア
メ
リ
ヵ
の
独
ト
ロ
体
は
、
強
力
な
自
己
資
金
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
六
五
七
）
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）
　
｝
９
年
…
舳
舳
　
ｍ
舳
洲
阯

　
万
蝸
４
１
２
　
１
１

　
０
　
　
　
　
＄

　
１
０
　
位
　
単

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
９
　
６
　
３
　
　
　
０
　
６
　
１
　
６

　
　
年
７
・
４
．
３
　
４
３
４
１

　
　
０
　
２
　
６
　
６
　
　
　
６
　
４
　
（

　
　
６
　
４
　
ユ
　
２
　
　
　
１
　
１

）
書
１
９
＄

岬
算
ａ
計
　
　
一
一
　
一

Ｐ
ｍ
す
　
一
一
一

ｃ
。
示
　
、
一
、

　
を
　
　
一
　
一

〇
ｒ
用

砒
運
Ｍ
と
ｄ
泉

ｒ

○
源
ぴ
の
　
　
　
　
　
一
却
一

　
金
　
　
　
　
　
　
　
一
賞
一

　
資
　
　
金
淋
　
瞥
剛
仕
一

　
　
＞
一
当
利
　
却
具

　
　
泉
一
剛
　
：
償
工
の
一

　
　
源
益
払
保
用
価
殊

　
　
の
　
　
支
秘
費
減
特
そ

　
　
本
利
　
　
　
金

）
　
　
資
　
　
引
　
　
現

７
　
　
椋
純
差
　
　
非

表
　
　
巡

（
　
　
　
　
＜

資蛸

５
●

７８６４●８６５計合泉源

！
●

４２２１■７８２

５
●

８４１３
●

Ｏ

９●０７３

３●９５２●１９

）６
●

３（４●Ｏ

５
●

ＯＯ
●

０１

８
■

８２４９
●

９５７

　
　
一
定
一
一
一
一

　
．
一
設
一
一
一
一

　
一
一
の
一
一
一
一

　
一
一
金
資
一
分
一

一
一
鮭
賦
蹄
一

　
一
資
投
へ
の
の
一

　
一
投
の
店
権
へ
一

　
一
の
へ
理
債
債
一

　
一
へ
杜
代
期
負
一

　
一
杜
ド
国
長
動
一

　
一
ド
一
外
び
流
計

＞
一
一
オ
び
及
の
合

用
一
オ
フ
及
資
形

運
資
フ
・
祉
投
手
用

の
投
．
ス
会
の
払
運

本
　
　
ダ
リ
結
他
支

資
賄
ナ
ギ
連
の
期

転
設
カ
イ
非
そ
、
艮

運＜

７●８５２）５１
９
　
）

Ｇ
４
．
　
２
　
Ｐ
　
０
　
６
　
９
　
１
．
　
亡

．
　
　
ｒ

一
　
〇

一
　
Ｐ

…
　
ｅ

一
　
Ｒ

　
訓
　
ｕ

）
　
ｎ
少
ｎ
減
い
（加増の本資転運

　
　
　
　
　
六
六
（
六
五
八
）

で
り
て
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ヨ
ソ
と
技
術
革
新
下

で
の
設
傭
投
資
に
充
て
る
と
と
も
に
、
そ
の

剰
余
を
も
っ
て
、
運
転
資
本
と
し
て
当
座
資

本
に
充
て
さ
ら
に
海
外
へ
の
投
資
資
金
の
源

泉
と
し
て
、
自
国
民
だ
け
で
な
く
他
国
民
か

ら
独
占
的
高
利
潤
を
か
き
集
る
手
段
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
勺
◎
己
旨
ｇ
冒
で
は
、
一
九

五
九
年
度
末
に
お
い
て
約
六
・
八
億
ド
ル
の

白
己
資
金
を
増
加
し
た
が
、
う
ち
設
傭
投
資

に
は
約
二
・
二
億
ド
ル
充
て
た
だ
け
で
、
ヵ

ナ
ダ
、
フ
ォ
ー
ド
杜
（
｝
ｏ
乙
室
○
汁
昌
Ｏ
（
）
ヨ
ー

召
ミ
ｏ
｛
９
；
ま
＝
ま
汁
＆
）
へ
一
億
四
、

八
五
〇
万
ド
ル
、
白
因
及
び
外
国
代
理
店
へ

の
投
資
に
五
、
九
三
〇
万
ド
ル
が
充
て
ら
れ

て
お
り
、
一
九
六
〇
年
度
に
は
、
前
年
皮
繰

越
連
転
資
木
約
二
・
五
八
億
ド
ル
と
併
せ
約

二
・
八
億
ド
ル
の
設
備
投
資
に
対
し
、
イ
ギ



リ
ス
、
フ
ォ
ー
ド
杜
（
勺
○
乙
峯
ｃ
汁
ｃ
・
Ｏ
ｃ
冒
勺
彗
〉
、
＝
邑
汁
＆
（
■
謁
，
己
）
）
へ
の
投
資
と
し
て
三
億
七
、
○
○
○
万
ド
ル
、
臼
国

及
び
外
国
代
理
店
へ
の
投
資
に
九
、
二
一
〇
万
ド
ル
を
充
て
て
い
る
。
（
「
表
７
」
参
照
）

　
四
　
自
己
資
金
の
源
泉
形
態

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
自
己
資
金
の
源
泉
形
態
は
、
主
と
し
て
留
保
利
益
、
減
価
償
却
引
当
金
及
び
そ
の
他
の
非
資
金
費
用
で
あ
る
。

　
一
、
留
保
利
益

　
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
巨
大
な
設
傭
投
資
を
可
能
に
し
た
白
己
資
金
源
泉
の
第
一
は
、
独
占
的
高
利
澗
の
一
部
を
も
っ
て
税
及
び
配

当
に
充
て
、
残
余
を
も
っ
て
企
業
資
本
と
し
て
再
投
資
し
た
た
め
で
あ
る
。
留
保
利
益
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ア
メ
リ

ヵ
独
占
体
の
収
益
力
構
造
の
質
的
分
析
は
、
暫
ら
く
こ
れ
を
措
き
、
以
下
留
保
利
益
の
量
的
分
析
を
加
え
よ
う
。

　
ア
メ
リ
ヵ
法
人
企
業
の
留
保
利
益
は
「
表
４
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
一
九
五
七
年
以
降
一
九
六
〇
年
上
期
ま
で
に
計
二
八

一
億
ド
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
期
中
に
お
け
る
内
鮒
資
金
合
計
一
、
○
〇
二
億
ド
ル
の
ほ
ぽ
二
八
・
四
％
に
相
当
す
る
。
残
余
の
七

一
・
六
％
が
減
価
償
却
引
当
金
及
び
そ
の
他
の
非
資
金
費
用
で
あ
る
か
ら
、
留
保
利
益
と
非
資
金
費
用
と
の
比
は
ほ
ぼ
Ｈ
こ
．
ｏ
と

な
る
。

　
前
述
の
独
｛
体
五
礼
の
最
近
三
年
閉
の
留
保
利
益
額
の
推
移
牟
小
す
と
次
の
通
り
で
あ
り
、
年
度
に
よ
り
蛸
減
が
帖
だ
し
く
（
一

九
五
八
年
は
一
般
に
不
況
の
年
と
い
わ
れ
て
い
る
）
、
独
山
体
に
よ
り
、
年
を
追
う
て
必
ず
し
も
増
大
○
側
向
を
ホ
す
も
の
で
は
な

い
。

　
留
保
利
益
が
内
部
資
金
中
に
占
め
る
比
率
は
、
年
度
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。
例
え
ば
○
ｏ
汁
彗
ま
乙
○
二
（
字
ご
で
は
、
留
保
利

益
が
内
部
資
企
に
山
め
る
比
率
は
一
九
五
七
年
皮
四
五
％
、
一
九
五
八
年
度
一
七
％
、
一
九
五
九
年
度
二
二
％
で
あ
り
、
一
九
五
七

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
六
五
九
）
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）
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。
一
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昌
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。
毫
四
目
ニ
プ
、
二
。
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。
己
寓
墨
苔
嚢
嚢
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０
１
０
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嶋
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切
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○
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叱
閉
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畠
胃
一
Ｈ
崎
ｏ
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熱
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司
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ｏ
ラ
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ｅ
董
灘
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祈
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９
囲

　
｝
ま
灘
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呼
玲
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賠
芋
談
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訓
静
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糖
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一
詞
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一
誼
浦
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津
司
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茸
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詐
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ｅ
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洪

　
跡
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一
詳
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崩
き
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翁
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・
易
プ
竃
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…
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鳩
紛
嘉
海

　
茸
沸
◎
哉
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；
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＞
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系
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葬
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津
分
胃
ｋ
、

　
　
　
　
嵩
≧
吠
さ
汁
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吟
キ
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…
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寓
梵
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材
◎
基
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罵
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※
Ｎ
…
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※
Ｈ
一
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竃
舟
隔
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薄
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蟻
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二
戸

　
ド
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コ
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慧
涛
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「
つ
。

俳
ｏ
。
、
崖
紛
ｏ
．
ｂ
胃
笛
ｂ
８

ト
ｂ
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べ
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湊
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一
讐
胃

嚢
一
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・
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葺
・
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暑
違
乞
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苔
速
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苔
ち
自
笛
一
べ
お
曽
一
Ｈ
宕
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一
Ｈ
富

ミ
・
。
ｏ
く
畠
葛
○

（
捧
高
坤
ｄで
ｖ
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岩
，
目
■
　
　
、
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「
－
　
　
　
－

き
鴉
、

畠
ｓ

一

，
　
’
　
　
　
　
！
　
■
　
　
，

Ｈ
竃
ｏ
，
　
　
＝
　
１

芦
○
自
　
　
　
　
　
’

芦
べ
お

曽
ヒ
り

扮
亡
蔦

篶
・
。
ｏ

篶
Ｏ
Ｈ

ド
Ｎ
竃

一
一
・
。
竈

乞
害

Ｈ
ｂ
胃

Ｈ
葛
Ｎ

ガ
○
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べ
お

冒
ｃ
ｏ

震
○
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ｍ
宗

竃
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◎
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ｏ
ｓ

竃
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○
ｏ
レ

胃
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○
ｏ
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．

ｃ
ｏ
閉

ト

（
局

（
ら
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１
　
『
　
　
１

Ｈ
Ｈ

畠

１

１

　
　
　
ド
５
１
　
　
－

○
ミ

虐
Ｈ

ｏ
◎
８

ｓ
一

’

　
　
　
…
閉
。
。
ゴ
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、
辻
１
－
■
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ｃ
ｏ
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畠
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．
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－
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◎
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ｏ
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ｂ
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◎
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０
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○
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ｏ

○
◎
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仁
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仁
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。
。
ｏ
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一
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〇
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（
・
。
閉
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○
◎
一

乞
ｓ

竃
ｃ
ｏ

一
嚢
一

一
　
レ
。
・
－

一
　
　
　
　
　
一

一
　
旨

一
．
　
．

一
Ｈ
葛
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一

ら

く
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ｍ
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Ｈ
忘
Ｈ

Ｈ
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◎
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ｏ

乞
竃
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レ
宅
一

　
　
・
。
柵

　
８
ｏ

・
。
左

　
。
・
ｑ
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旨
Ｏ
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８
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Ｎ
べ
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ｏ
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；
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５
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Ｈ
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ｏ
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度

　
り
年
８

　
／
　
９
　
９

　
・
　
５
　
２

　
ト
９
　
＄

　
万
－

　
百
度

　
位
年

　
単
８
１

　
（
５
　
６

益
）
９
＄

ｕ
年
－

禾
９
保
９
５
度

留
－
年
５

　
一
７
７

の
　
　
　
　
２

体
７
年
蝸
＄

鮎
蝸

ｘ
４
　
　
（

　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
ｒ

　
　
　
　
Ｏ

　
　
　
　
ｔ

　
　
　
　
Ｏ

　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
八

　
　
　
　
１

　
　
　
　
ａ

　
　
　
　
ｒ

　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
ｎ

　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
Ｇ

９４１
９
７４６３

ｎ帆
ｎＯｄｒａｄｎａｔＳ

［
！

９２６３６ユｒ○
砒Ｍ記恥

８
８

５
７

９
０ｔｎＯＰｕＤ

６
８５１１３３２１ｅｅ駄３皿
Ｏ０９＄６３３＄５２１，飢計

１
一
九
五
九
年
に
至
る
三
年
問
の
内
部
資
金
源
泉
の
三
〇
％
ま
で
が
税
及
び
配
当
支
払
後
の
留

保
利
益
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
「
表
５
」
参
照
）
。
　
同
期
問
中
に
お
け
る
設
傭
へ
の
追
加
投
汽
は

二
七
億
一
、
九
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
う
ち
約
六
億
一
、
Ｏ
○
○
万
ド
ル
が
留
保
利

益
を
源
泉
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
追
加
投
資
額
の
約
二
二
％
に
達
す
る
。

　
○
彗
ｏ
量
－
旨
○
汁
○
易
に
お
け
る
内
部
資
金
中
に
占
め
る
留
保
利
益
率
は
一
九
五
七
－
一
九
五

九
年
の
三
年
問
平
均
約
三
三
％
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
に
至
る
四
年
問
平
均
で
は
約
三
八
％
と

な
る
。

　
戸
ｏ
ｏ
・
ｏ
ｏ
ざ
９
に
お
い
て
は
、
内
部
資
金
中
留
保
利
益
の
占
め
る
比
率
は
、
一
九
五
七
－
一

九
五
九
年
の
三
年
問
平
均
約
三
八
％
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
に
至
る
四
年
問
平
均
も
ほ
ぽ
同
じ

比
率
と
な
る
。
一
九
五
七
－
一
九
五
九
年
の
三
年
問
の
設
傭
投
資
は
二
二
億
二
、
九
〇
〇
万
ド

ル
、
一
九
六
〇
年
に
至
る
四
年
問
の
設
傭
投
資
は
一
八
億
二
、
一
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
る
。
資

金
源
泉
と
し
て
の
留
保
利
益
が
設
備
投
資
に
対
す
る
比
率
は
前
述
の
三
年
間
に
つ
い
て
三
一
％
、
四
年
問
に
つ
い
て
二
九
％
で
あ
る

　
　
　
　
　
６
）

（
「
表
８
」
参
照
）
。

　
○
目
勺
○
、
一
汁
で
は
、
内
部
資
金
中
留
保
利
益
の
占
め
る
比
率
は
、
一
九
五
七
－
一
九
五
九
年
の
三
年
閉
平
均
約
三
二
％
、
　
一
九
六

〇
年
に
至
る
四
年
閉
平
均
約
三
三
％
で
あ
る
。

　
勺
○
乙
峯
ｏ
汁
ｏ
Ｈ
で
は
、
一
九
五
九
年
度
に
お
け
る
留
保
利
益
は
、
二
億
九
、
七
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
年
皮
に
お
け
る

自
己
資
金
増
加
額
約
六
億
五
、
七
〇
〇
万
ド
ル
の
約
四
五
％
に
達
す
る
。
た
お
一
九
六
〇
年
度
に
お
け
る
同
上
比
率
は
約
四
六
％
で

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
六
六
一
）

●



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
六
六
二
）

あ
る
（
「
表
７
」
参
照
）
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
こ
こ
数
年
ア
メ
リ
ヵ
独
占
体
の
留
保
利
益
は
、
自
已
資
金
源
泉
の
ほ
ぼ
１
一
３
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
法
人
企
業
の
同
じ
条
件
で
の
当
該
比
率
二
八
・
四
％
よ
り
や
ざ
。
同
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ま
Ｏ
彗
雪
己
く
○
汁
Ｏ
易
及
び
司
○
乙
岩
○
汁
○
『
の
一
九
六
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
問
に
つ
い
て
の
売
上
一
、
同
、
税
引
純
利
益
と
留
保
利

益
の
准
移
を
示
す
と
「
表
９
」
の
通
り
で
あ
る
。
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一
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一
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一
ｍ
一
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こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
留
保
利
益
の
、
自
己
資
金
源
泉
と
し
て
占
め

率益利
％
本
肺
資
－
己白率益

％

刊
　
　
一
５

不
７
上
－
じ
一
一
ク

ＳｒＯｔＯＩ，１ａｒＣｎＣＧ

１●０１６
■

８
”叫

ｎＯｄｒａｄｎａｔＳ

９
●

４１２
●

８ｒＯｔＯＩＮｄｒＯ
「
１

１

２
●

９２
●

８１ｅＣ
趾ｓｕ

８
●

３１８
●

７１ｔｎＯＰｕＤ

る
地
位
の
高
さ
は
、
要
す
る
に
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
高

収
益
を
基
礎
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
い
ま
一
九

六
〇
年
度
に
お
け
る
前
述
の
独
占
体
の
売
上
利
益
率
を

「
表
１
」
に
よ
っ
て
み
る
と
上
の
ご
と
く
で
あ
り
、
こ
れ

を
ア
メ
リ
カ
製
造
業
の
一
九
六
〇
年
策
三
・
四
半
期
ま

で
の
年
問
平
均
四
・
六
％
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

率
は
ほ
ぼ
二
借
に
さ
え
達
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
〇
年
度
の
ｎ
己
資
本
利
益
率
は
上
表
の
迦
り

五
杜
平
均
二
一
・
九
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
ヵ
製

逃
業
ｏ
阿
午
猟
三
・
四
半
期
ま
で
の
平
均
率
九
・
四
％

○
ほ
ぼ
一
、
三
七
倍
で
あ
る
。
こ
こ
で
．
小
し
た
ア
メ
リ

ヵ
製
遣
芙
に
は
独
｛
的
大
企
業
を
も
八
｛
ん
で
い
る
か
ら
、
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五
七
年
以
降
一
九
六
〇
年
上
期
ま
で
の
三
年
半
期
の
設
傭
投
資
合
計
一

当
金
を
源
泉
と
す
る
資
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

　
い
ま
こ
れ
を
前
述
の
独
占
体
に
つ
い
て
個
別
に
考
察
し
よ
う
。

　
○
Ｏ
汁
彗
ま
乙
○
自
（
オ
」
．
）
の
こ
こ
数
年
の
年
問
減
価
償
却
費
（
ま
窄
８
一
津
｛
○
Ｐ
穿
旦
¢
ご
○
Ｐ
曽
昌
○
ま
暮
ご
昌
及
び
篶
ご
亮
ー

ヨ
彗
汁
を
含
む
）
は
、
次
掲
の
ご
と
く
、
侮
年
ほ
ぼ
一
定
額
の
巾
で
増
大
し
て
い
る
。
減
価
償
却
引
当
金
が
同
年
度
中
に
お
け
る
内

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
六
六
三
）

こ
れ
ら
を
除
外
し
た
全
法
人
と
の
格
差
は
、
こ
こ
で
示
し
た
比
率
よ
り
さ
ら
に

甚
だ
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
二
、
減
価
償
却
引
当
金

　
白
己
資
金
源
泉
の
第
二
の
要
因
は
、
減
価
償
却
引
当
金
の
追
加
設
定
で
あ
る
。

減
価
償
却
引
当
金
は
、
ア
メ
リ
ヵ
猿
占
体
の
設
傭
追
加
投
資
の
拡
大
と
、
一
九

五
四
年
歳
入
法
の
改
正
に
伴
う
税
制
改
革
に
よ
つ
て
、
漸
次
増
大
を
辿
り
、
今

目
で
は
設
傭
投
資
の
た
め
の
自
己
資
金
源
泉
の
策
一
位
を
占
め
て
い
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

な
く
、
在
庫
投
資
等
を
含
め
た
企
業
資
金
源
泉
の
第
一
位
を
も
占
め
て
い
る
。

　
「
表
４
」
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
ヵ
法
人
企
業
の
減
価
償
却
費
は
、
一
九
五
七

年
以
降
一
九
六
〇
年
上
期
ま
で
の
三
年
半
期
計
七
二
一
億
ド
ル
に
達
す
る
。
そ

れ
は
三
年
半
期
平
均
内
部
資
金
の
ほ
ぼ
七
一
・
六
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
企
業
資

金
源
泉
合
計
に
対
す
る
比
率
を
み
る
と
約
五
〇
％
と
な
る
。
換
言
す
る
と
一
九

　
　
　
　
　
　
　
、
〇
一
四
億
ド
ル
の
う
ち
、
約
七
二
％
ま
で
が
減
価
償
却
引



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
六
六
四
）

　
が
し
率
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
資
金
に
対
し
て
占
め
る
比
率
は
、
留
保
利
益
の
不
均
整
な
増
減
を
反
映
し
て
一
九
五
八
年

　
費
と
比
ル

　
却
金
る
ド
％
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
い
て
は
八
三
％
の
高
率
に
達
し
て
い
る
が
、
一
九
五
九
年
ま
で
の
三
年
間
平
均
で
は
七

　
償
資
め
万

　
価
部
占
百
５
０
４
５
４
９
５
５
８
３
７
８

　
減
内
て
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
％
、
六
年
問
平
均
で
は
六
〇
％
と
な
る
。

　
　
　
　
単

　
価
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ｏ
汁
彗
３
乙
○
■
（
オ
．
－
．
）
は
、
　
一
九
五
五
年
以
降
一
九
五
九
年
ま
で
の
五
年
問
に
約
四

　
減
費
　
　
　
４
１
８
９
７
７

　
間
却
　
　
　
３
０
３
５
３
８
４
４
４
８
５
２
　
　
三
億
ド
ル
の
設
傭
新
投
資
を
行
っ
た
。
　
（
こ
の
新
規
設
傭
投
資
は
、
各
年
度
に
よ
っ
て
差
等

　
年
償
　
　
　
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
が
、
一
九
五
七
年
度
の
投
資
は
特
に
巨
額
で
、
年
問
一
一
億
ド
ル
を
超
え
る
も
の
と

　
度
　
　
　
４
５
６
７
８
９

　
　
　
　
　
９
５
９
５
９
５
９
５
９
５
９
５
　
　
な
っ
た
。
）
　
こ
の
五
年
問
に
お
け
る
減
価
償
却
費
の
合
計
は
約
二
二
億
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、

　
年
　
　
　
　
１
１
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
投
資
の
ほ
ぼ
五
〇
％
が
減
価
僕
却
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
な
お
○
Ｏ
汁
彗
－

ま
乙
○
－
（
オ
・
－
・
）
の
減
価
償
却
率
は
、
一
九
五
五
－
一
九
五
九
年
の
五
年
問
の
償
却
前
設
備
簿
価
の
平
均
に
対
し
約
九
・
八
％
で

あ
り
、
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
期
首
に
繰
越
さ
れ
た
設
備
総
投
資
額
（
帳
簿
残
高
）
約
六
〇
億
ド
ル
が
、
今
後
一
〇
年
余
り
で
更
新
さ

れ
て
仕
舞
い
、
そ
の
更
新
資
金
の
半
分
ま
で
が
、
減
価
償
却
引
当
金
の
再
投
資
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
「
表

５
」
参
照
）

　
○
彗
雪
己
旨
○
汁
○
易
で
は
、
一
九
六
〇
年
度
に
お
け
る
内
部
資
金
は
七
億
六
、
九
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
う
ち
年
問
減
価
償
却
費

は
三
億
八
、
八
○
○
万
ド
ル
で
あ
る
か
ら
内
部
資
金
源
泉
の
五
〇
％
が
、
減
価
償
却
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
九

六
〇
年
度
の
減
価
償
却
孜
が
一
九
五
六
年
以
降
最
少
で
あ
っ
た
た
め
で
、
こ
れ
を
一
九
五
七
－
一
九
五
九
年
の
三
年
閉
平
均
に
つ
い

て
み
る
と
そ
の
内
部
資
金
の
構
成
比
率
は
六
七
％
と
な
り
、
一
九
六
〇
年
ま
で
の
四
年
問
に
つ
い
て
み
る
と
六
二
％
と
な
る
。

　
ご
・
○
ｃ
・
○
ｃ
ａ
・
一
で
は
、
内
部
資
金
中
減
価
償
却
引
当
金
の
占
め
る
比
率
は
、
一
九
五
七
－
一
九
五
九
年
三
年
問
平
均
約
六
二
％
で
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２
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２
１
６
２
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８
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２
１
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４
ユ
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０
２
５
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０
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．
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一
Ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
■
３
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表
一（
一
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
卜

舳
舳
舳
舳
脚
舳
舳
舳
舳
舳
畔
ｍ
胴
蝸
胴
蝸
蝸
岬
蝸
閉
舳
畔
吋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
２

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）

七
三
（
六
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
六
六
六
）

あ
り
、
一
九
六
〇
年
ま
で
の
四
年
問
平
均
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
六
二
％
と
な
る
。
前
述
の
ご
と
く
一
九
六
〇
年
ま
で
の
過
去
四
年
問
の

設
傭
投
資
額
合
計
は
一
八
億
二
、
一
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
う
ち
減
価
償
却
引
当
金
を
も
っ
て
投
資
さ
れ
た
資
金
は
、
八
億
七
、
九

〇
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
設
備
投
資
額
の
四
三
％
に
相
当
す
る
。

　
な
お
弓
○
ｏ
．
○
ｏ
箒
９
の
過
去
二
〇
年
問
（
臼
一
九
四
一
至
一
九
六
〇
年
）
の
財
務
集
計
表
に
よ
っ
て
、
同
祉
の
設
傭
投
資
・
純
利

益
・
留
保
利
益
及
び
減
価
償
却
費
の
関
係
を
示
す
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
「
表
８
」
参
照
）
。

　
す
な
わ
ち
、
一
九
四
一
－
一
九
六
〇
年
の
二
〇
年
間
の
設
傭
投
資
合
計
約
五
二
億
ド
ル
は
、
減
価
償
却
引
当
金
約
三
五
億
ド
ル
、

留
保
利
益
約
ニ
ハ
億
ド
ル
計
約
五
一
億
ド
ル
の
内
部
資
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
ま
で
の

二
〇
年
問
の
長
期
的
考
察
に
お
い
て
、
設
傭
投
資
の
九
九
％
ま
で
が
、
留
保
利
益
と
減
価
償
却
引
当
金
を
資
金
源
泉
と
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
場
合
設
傭
新
投
資
に
対
す
る
減
価
償
却
引
当
金
の
比
率
が
、
一
九
四
一
－
一
九
五
〇
年
の
一
〇
年
を
一
期
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
率
八
四
％
か
ら
、
一
九
五
一
－
一
九
六
〇
年
の
一
〇
年
を
一
期
と
し
た
比
率

六
〇
％
へ
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
減
価
償
却
構
成
率
の
こ
の
よ
う

な
低
下
傾
向
は
、
鉄
鋼
独
占
利
澗
の
増
大
を
反
映
す
る
留
保
利
益
構
成
率
の
上

昇
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
ｎ
体
が
減
価
償
却
に
よ
る
ｎ
己
金
融
な

い
し
設
備
更
新
に
対
す
る
障
碍
婆
内
と
な
る
と
し
て
、
弓
ｏ
ｏ
・
○
ｏ
箒
巴
の
減
価

償
却
税
制
改
正
の
長
期
に
わ
た
る
因
家
機
関
へ
の
要
請
と
な
っ
て
塊
わ
れ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
弓
○
ｏ
．
○
ｏ
庁
窒
一
の
一
九
六
〇
年
度
末
の
償
却
前
設
倣

の
簿
価
は
、
二
九
億
八
、
七
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
こ
れ
を
過
去
一
〇
年
の
平

■
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０
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ヰ
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ア
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独
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体
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中
村
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〇
一

４Ｆ
６
０

１
９れ

Ｏ
Ｐ
ｅＲ訓ｕｎｎへ

▲

ｙｎ
ａ
Ｐ
ユｎＯＣｒＯｔＯＩ，ｄ江

「
＾

ｏ

均
償
却
額
二
億
二
、
八
○
○
万
ド
ー
レ
で
算
出
す
る
と
、
既
存
設
臓
僕
却
○
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

に
今
後
一
五
、
五
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
■
ｏ
ａ
峯
○
汁
○
『
の
一
九
六
〇
年
ま
で
の
過
去
一
〇
年
問
に
至
る
減
価
償
却
費

と
設
傭
投
資
と
の
関
係
は
「
表
１
０
」
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
減
価
償
却

費
の
内
部
資
金
中
に
占
め
る
構
成
率
は
、
　
「
表
９
」
と
併
せ
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
九
五
七
－
一
九
六
〇
年
に
至
る
四
年
間
平
均
に
つ
い
て
み
る
と
、

内
部
資
金
中
減
価
償
却
引
当
金
の
占
め
る
比
率
は
七
一
％
で
あ
る
。
Ｕ
自
勺
。
ま

で
は
、
そ
れ
が
六
七
％
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
つ
て
、
こ
こ
数
年
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
自
己
資
金
源
泉
の

ほ
ぼ
２
百
ま
で
が
、
減
価
償
却
等
非
資
金
費
州
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

閉
ら
か
と
な
っ
た
。

（
註
）
　
こ
こ
で
は
二
〇
年
と
い
う
長
期
的
考
察
を
加
え
、
こ
れ
を
機
械
的
に
一
〇
年
一

　
湖
と
し
て
切
断
し
て
分
析
し
た
が
、
　
い
ま
少
し
経
済
的
断
層
的
に
分
析
す
る
と
、

　
弓
○
ｏ
．
○
ｏ
ｇ
巴
　
の
資
本
的
支
山
が
減
価
償
却
費
ブ
ラ
ス
留
保
利
益
を
上
廻
っ
た
と
ぎ

　
は
次
の
二
つ
の
時
期
で
お
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
五
一
－
一
五
四
年
の
四
年
問
と
、

　
一
九
人
六
年
－
一
九
五
七
年
の
二
年
間
の
二
期
で
お
る
。
こ
の
理
山
と
し
て
年
度
報

　
告
篶
ぱ
、
前
期
に
お
い
て
は
、
政
府
が
特
定
施
設
に
ー
つ
い
て
特
別
傲
却
（
、
。
。
。
一
。
．

　
；
け
巳
；
一
〇
三
墨
汁
－
Ｓ
）
を
是
認
し
、
課
税
所
得
計
算
上
の
優
遇
処
糧
を
と
っ
た
た

　
め
で
お
る
と
い
い
、
後
期
に
お
い
て
は
、
一
九
斤
六
年
及
び
一
九
バ
～
七
年
度
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
六
六
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）

七
六
（
六
六
八
）

の
合
計
が
、
　
「
そ
れ
以
前
の
ど
の
年
度
の
利
益
よ
り
も
大
で
お
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
（
「
表
８
」
参
照
）
。
ｄ
・
○
○
・
○
○
ド
・
巴
が
前
述
の
ご
と
く
外

部
資
金
（
杜
債
）
に
そ
の
資
本
的
支
出
の
源
泉
の
援
助
を
う
け
た
の
は
実
に
こ
の
期
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
ｄ
．
○
○
．
○
○
汁
ｇ
一
の
一
九
六
〇
年
度
年
次
報
告
書
は
、
現
在
の
法
人
所
得
税
は
　
「
不
公
正
で
あ
り
か
っ
企
業
成
長
を
阻
害
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
一
と
の
べ
、
特
に
所
伜
税
は
稼
得
に
１
対
し
て
課
税
し
て
い
る
だ
げ
で
な
く
、
所
得
の
所
有
主
へ
の
移
転
（
配
当
金
課
税
）
に
対
し
て
も
課
税
し

て
い
る
点
で
二
璽
課
税
と
な
っ
て
い
る
と
攻
撃
し
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
関
連
し
て
減
価
償
却
税
制
の
改
訂
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
ｄ
・
ｏ
ｏ
・
○
ｏ
ａ
９
の
一
九
四
六
－
一
九
六
〇
年
ま
で
の
戦
後
期
に
お
け
る
減
価
傲
却
費
合
計
は
二
八
億
七
、
二
〇
〇
万
ド
ル
で
、
う
ち
課
税
所
得

上
控
除
で
き
る
も
の
は
二
六
億
七
、
一
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
貨
幣
価
値
の
下
落
を
考
慮
し
て
贈
買
力
指
数
で
換
算
す
る
と
、
減
価
償
却

控
除
は
四
二
億
七
、
六
〇
〇
万
ド
ル
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
差
引
き
ニ
ハ
億
五
〇
〇
万
ド
ル
の
徴
却
不
足
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
償
却
不
足
が
累
積
さ
れ
て
ぎ
た
の
は
、
戦
前
の
所
得
税
率
の
約
三
倍
に
達
す
る
五
〇
％
を
超
え
る
所
得
税
率
と
、
イ
ソ
フ
レ
ー

シ
ョ
ソ
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
価
主
義
に
拠
る
減
価
償
却
税
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
速
か
に
こ
れ
を
時
価
基
準
の
償

却
税
制
に
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
い
う
ま
で
も
た
く
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
滅
価
償
却
費
の
拡
大
を
も
っ
て
、
設
備
投
資
資
金

の
強
力
な
源
泉
と
し
て
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
三
、
そ
の
他
の
非
資
金
費
用

　
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
と
同
様
、
非
資
金
費
用
と
し
て
白
己
資
金
源
泉
の
第
三
の
嬰
因
と
な
る
も
の
は
、
固
定
資
産
の
処

分
収
入
、
廃
棄
、
無
形
固
定
資
産
の
償
却
、
特
定
工
具
の
償
却
、
損
失
と
し
て
計
上
引
当
ら
れ
た
各
稚
引
当
金
・
準
備
金
が
あ
る
。

ま
た
石
油
会
祉
に
み
ら
れ
た
減
耗
控
除
（
ま
三
茎
昌
）
は
、
ま
弓
８
一
一
三
昌
と
合
算
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
減
価
償
却
敬

で
は
な
く
、
免
税
措
置
に
よ
る
利
潤
の
先
収
り
部
分
で
あ
り
、
本
米
留
保
利
益
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
指
摘
し
た
そ
の
他
の
非
資
金
投
州
○
若
干
が
、
一
部
の
ア
ナ
リ
ス
ト
の
取
扱
い
に
お
い
て
、
利
益
剰
余
金
す
な
わ

ち
白
己
資
本
〇
一
部
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ア
ナ
リ
ス
ト
は
多
く
の
非
資
金
費
用
や
引
当
金
・
準
術
金
或
は
基
金
箏
は

負
喧
－
貞
と
し
て
帰
属
せ
し
め
、
内
部
資
金
か
ら
排
除
し
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。



　
こ
こ
で
掲
妃
し
た
そ
の
他
の
非
資
金
費
用
は
、
公
表
財
務
諸
表
で
は
減
価
償
却
費
と
み
な
し
て
総
括
的
に
表
示
し
て
い
る
た
め
、

詳
細
に
分
離
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
（
費
用
と
利
潤
と
の
混
合
表
示
　
　
こ
こ
に
独
占
体
財
務
表
の
特
質
を
み
き
、
ま
た
こ
こ
イ
、
は
、
特

に
そ
の
必
要
も
み
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
ま
旦
竺
；
が
石
油
独
占
体
の
財
務
構
造
上
占
め
る
地
位
○
重
要
性
か
ら
み
て
、
〉
、
○
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
分
離
表
示
の
必
要
性
を
強
調
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
い
　
奥
村
茂
次
氏
稿
　
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
固
定
資
本
投
資
源
娘
に
つ
い
て
　
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
　
戦
後
景
気
循
環
と
設
傭
投
資

　
　
二
三
六
頁
参
照
。

　
閉
　
三
菱
経
済
研
究
所
　
本
邦
事
業
成
績
分
析
　
昭
和
三
五
年
上
期
　
三
五
、
四
二
頁
。

　
ゆ
　
ご
．
○
ｏ
．
○
ｏ
汁
８
ガ
＞
目
目
自
巴
■
¢
勺
○
『
戸
宕
８
勺
．
８
．

　
ゆ
　
ｄ
．
○
ｏ
．
○
ｏ
箒
９
＞
自
箏
自
巴
岸
¢
勺
○
Ｈ
戸
畠
８
勺
．
Ｎ
０
ｏ
．

　
伺
　
石
油
独
占
体
の
亭
せ
Ｏ
弍
昌
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
中
村
萬
次
著
　
前
掲
書
　
第
十
二
章
　
参
照
。

六
、
結
　
　
　
び

　
以
上
、
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
公
表
財
務
諸
表
の
最
的
鼓
び
に
質
的
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
肘
務
構
造
上
の
特
質
を
次
の
ご
と
く
析

出
し
た
。

　
一
、
資
本
構
成
に
お
い
て
、
白
己
資
本
比
率
が
極
め
て
高
い
こ
と
。

　
二
、
資
産
構
成
に
お
い
て
、
固
定
資
産
比
率
が
実
貫
的
に
高
く
、
投
資
及
び
有
価
証
券
の
地
位
を
軍
視
す
べ
き
こ
と
。

　
三
、
企
業
鮒
務
の
流
動
性
が
高
く
、
財
務
安
定
性
が
強
い
こ
と
。

　
四
、
資
金
源
泉
上
○
特
長
と
し
て
、
白
己
金
融
力
が
坤
大
で
、
没
附
投
汽
は
ほ
と
ん
ど
ｎ
己
資
食
と
い
わ
れ
る
留
保
利
益
と
減
価

　
　
　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
六
六
九
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
六
七
ｎ
）
）

償
却
引
当
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
上
の
こ
れ
ら
諸
特
質
を
創
出
せ
し
め
た
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
体
が
一
特
定
生
産
物
に
つ
い
て

の
生
産
と
販
売
の
著
し
く
大
き
な
分
野
を
一
手
に
握
つ
て
い
る
た
め
、
競
争
を
制
限
し
、
生
産
物
に
対
し
て
独
占
的
に
一
口
同
い
価
格
を

決
め
・
こ
の
高
価
格
の
商
品
を
大
衆
に
売
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
平
均
利
澗
を
上
廻
る
超
過
利
潤
、
す
な
わ
ち
独
占
利
澗
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
留
保
利
益
と
減
価
償
却
引
当
金
も
、
実
は
独
占
的
口
同
利
潤
の
実
現
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

程
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
独
占
的
高
価
格
で
の
生
産
物
の
売
却
を
通
じ
て
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
、
！
、
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
自
已

金
融
と
し
て
表
現
さ
れ
る
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
　
そ
れ
は
○
ｏ
汁
彗
ま
乙
○
－
（
字
－
・
）
や
○
。
目
。
、
、
、
Ｈ
室
。
汁
。
、
。
。
や
或
は

ｂ
自
勺
○
葦
等
独
占
体
の
誇
る
資
本
主
義
世
界
市
場
の
支
配
力
か
ら
み
て
も
、
自
国
民
だ
け
で
な
く
、
他
の
資
本
主
義
国
や
棺
氏
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

や
従
属
国
の
住
民
達
か
ら
の
巨
額
の
売
上
高
収
入
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
外
部
金
融
で
あ
り
、
本
質
的
に

独
占
的
高
利
潤
の
法
則
の
作
用
を
体
現
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
考
察
す
べ
き
も
の
に
年
問
四
五
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
ヵ
軍
事
財
政
支
出
が
、
企
業
財
務
構
造
に
与
え

る
影
響
が
あ
る
・
一
－
勺
○
葦
の
Ｏ
Ｏ
婁
竃
争
雲
く
實
ま
Ｏ
邑
・
■
目
Ｏ
晶
ｋ
旦
竃
汁
と
よ
ば
れ
る
水
爆
工
場
の
政
府
予
算
に
よ
る
建
設

の
よ
う
に
・
国
家
資
金
に
よ
る
軍
需
施
設
の
建
設
と
そ
の
工
場
経
常
は
、
独
占
体
の
掌
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
独
占
体
の
符
理

し
支
配
す
る
固
定
資
本
は
実
質
的
に
は
莫
大
な
も
の
と
な
り
、
サ
冒
鶉
ｏ
ｏ
・
＞
；
。
。
が
い
う
よ
う
に
、
政
府
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、

独
占
体
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
原
子
丘
ハ
雑
産
業
は
、
Ｏ
○
・
。
汁
旦
豪
８
享
；
９
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
最
も
危
険
度
の
紗
な
い
ボ
ロ

儲
け
Ｏ
商
売
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
○
彗
鶉
己
ヨ
９
三
〇
で
は
、
ポ
ラ
リ
ス
．
、
、
、
サ
イ
ル
や
ジ
ェ
ツ
ト
．
エ
ソ
ジ
ソ
或
は
原
子

潜
水
艦
等
の
軍
需
売
上
高
は
一
九
六
〇
年
度
に
お
い
て
、
約
９
億
ド
ル
に
達
し
、
ン
、
れ
は
総
売
上
高
の
２
２
％
に
も
上
る
も
の
で
あ
一
〇
、



か
く
て
独
占
体
の
財
務
上
の
危
険
は
す
べ
て
大
衆
に
転
嫁
さ
れ
、
独
占
体
の
財
務
構
造
は
ま
す
ま
す
安
定
度
を
加
え
て
い
く
一
方
、

国
家
資
金
へ
の
依
存
度
の
増
大
に
比
例
し
て
、
矛
盾
を
深
め
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

附
記
　
本
稿
は
昭
和
三
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
な
お
本
稿
は
、
一
九
六
一
年
一
一
月
三
日
経
済
理
論
学
会
第
五
回
大
会
に
お
げ
る
研
究
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
お
る
。

　
利
良
教
授
一
般
討
論
者
奥
村
茂
次
氏
及
び
馬
場
克
三
教
授
の
質
疑
に
関
連
し
て
、
若
干
の
補
足
を
加
え
た
。

指
定
討
論
者
岡
部

●

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
（
中
村
）

七
九
（
六
七
一
）




